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一 一
機械翻訳の発展 と普及に向けて

アジア太平洋機械翻訳協会会長

     中岩浩巳

2012年 度AAMT総 会で会長を拝命いたしました

NTTの 中岩です。

私は、NTT入 社以来、機械翻訳の研究開発に携わ

ってまいりま した。また、2011年 に中国アモイで

行われま したAAMT主 催のMT Summit XIIIで はプ

ログラム委員長を務めさせていただ くな ど、AAMT

の活動にも協力させていただきました。今後も、機

械翻訳技術の発展 と、機械翻訳の有効活用場面の拡

大に向けた取組み、ひいてはアジア太平洋における

機械翻訳技術を通 じた翻訳産業の活性化に向けて、

微力なが ら取 り組んでまい りたいと存 じます。

20世 紀末にスター トしたインターネッ トは、人々

のありとあらゆる生活の中に浸透 した結果、一般の

人が他の言語 に触れるきっかけを作 りました。ま

た、従来機械翻訳で扱 う言語は、英語 と母国語の言

語間が主流で したが、最近の統計によると、Webペ

ージは英語以外の言語のページと英語のページが

ほぼ同数になったとの報告もあるとお り、英語以外

の言語 との翻訳に対する需要が急速に増えてお り

ます。twitterやFacebookな ど新たなCGMが 、従来

の言語によるコミュニケーションを超えた場面に

も、機械翻訳利用の可能性を広げました。クラウ ド

コンピューティングの登場により、サービスや製造

など様々な営みにおける国の壁がなくな りつつあ

ります。その結果、言語を超 えたコミュニケーショ

ンやサー ビスの多言語化等の需要が急速に増加 し

ております。

 機械翻訳を技術的観点で考えてみます と、従来の

主流であったルールベース型機械翻訳技術から、大

量の対訳データを活用 した統計ベース型機械翻訳

に移 りつつあ ります。また、当協会に強く関連する

日本語と英語の機械翻訳に関 しましても、英 日翻訳

においてルールベース型に匹敵 ・凌駕する技術が考

案されてお ります。このように機械翻訳技術自体も

大きな変革期にあると言えるのではないで しょう

か。

 以上の通 り、機械翻訳への期待は今まで以上にま

すます高まってお ります。

 アジア太平洋地域のさらなる活性化のために貢

献できる機械翻訳協会となることを目指して、国の

壁を越 えた活動を さらに強化 していきたい と考え

ます。そのためには、会員の皆様の本会活動への積

極的な参画と、ご支援が必要となりますので、今ま

で同様、AAMTを よろしくお願いいたします。
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AAMT会 長を終 えて

豊橋技術科学大学

  井佐原 均

 辻井潤 一元会長か ら会長の任を受け、昨年の総会

で中岩浩巳現会長に引き継ぐまで、6年 間、アジア

太平洋機械翻訳協会の会長を務めさせていただき

ました。

 会長就任にあたり、アジア太平洋圏を中心とする

海外 との連携強化を口標の一つとしま したが、中国

での機械翻訳サ ミットの開催、韓国機械翻訳協会と

の連携、ヨーロッパ機械翻訳協会 ・アメリカ機械翻

訳協会の会議に参加 しての交流など、一一定の成果を

上げることができたと考えてお ります。会長就任前

に担当してお りましたウェブや ジャーナルにつき

ましても、新しいご担当の下、充実 した内容になっ

てお ります し、機械翻訳にかかわる諸問題を検討す

る課題調査委員会 も委員長はじめ委員の方々のご

尽力で活発な活動をしていただいてお ります。アジ

ア太平洋機械翻訳協会の初代会長の長尾真先生か

らのご寄付を得て設けたAAMT長 尾賞は機械翻訳

の実用化に対する貢献に与えられる賞として、いわ

ゆる論文賞 とは異なる独自の位置づけを得ており

ます。協会活動を支援する事務局につきましては、

従来は他組織の中に事務局を設置 してお りま した

が、経費削減を目指 し、会長の所属元での事務局運

営といた しました。ただ、今後の安定した事務局運

営のためには会長に依存しない体制が良いと考え、

現在は外部委託による事務局運営となってお りま

す。

 機械翻訳を取 り巻く環境は私が会長をしていた

6年 の間に大きく変わりました。機械翻訳システム

の性能向上や、前編集 ・後編集や用語辞書の整備 と

いった支援環境の向上により、企業内文書を中心に

翻訳効率向上の手段として機械翻訳が活用 される

ようになってきました。しかしながら、機械翻訳に

関する一般の理解はまだまだ不十分 と言えましょ

う。内外の関連団体の行事で機械翻訳の活用につい

ての啓蒙活動が行われてお ります。機械翻訳システ

ムを、どのような条件の下で、どのような対象に対

して用いれば、どれだけの効率向上が図れるか、と

いった情報を的確に将来のユーザに向けて発信 し

ていくことがAAMTの 使命の一つであると考えま

す。機械翻訳システムの利用者、製造販売者、研究

開発者をメンバー とする本協会の特徴 を活かした

啓蒙活動が可能で しょう。このような活動を通 し

て、新 しい会員が増加すれば、AAMTが ますます

活性化することと思います。

 中岩浩巳新会長の下、私自身も今後とも微力なが

らAAMTの 活動に協力させていただこうと考えて

お ります。皆様の変わらぬご支援をよろしくお願い

いたします。
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一 一
       日本語の主辞後置性を利用 した統計的機械翻訳技術

   永 田昌明,須 藤克仁,塚 田元

NTTコ ミュニケー シ ョン科学基礎研 究所

1は じめに

英語 と日本語は語順がほぼ鏡像関係にあ り、恐 ら

く世界で最も翻訳が難 しい言語対の一つである。

我々は、主辞後置性とい う日本語の言語学的な特徴

を利用して、英語の文の単語を日本語と同 じ語順に

並べ替えてから日本語へ翻訳する方法を考案 し、英

日翻訳の精度を劇的に改善した。本稿では、この 日

本語の主辞後置性 を利用 した事前並べ替え翻訳を

中心に、近年のNTTに おける統計的機械翻訳の研

究の概要を紹介する。

2統 計 的 機 械 翻 訳 の 歩 み

統 計 的 機 械 翻 訳(statistical machine translation,以

下 、 統 計 翻 訳)は 、 対 訳 デ ー タ か ら翻 訳 規 則 や 対 訳

辞 書 に 相 当す る統 計 モ デ ル を 自動 的 に 学 習 し、新 し

い 言 語 対 や 特 定 の 分 野 の 翻 訳 シ ステ ム を短 期 間 に

低 コス トで 作 成 す る こ とを 目指 す 技 術 で あ る。

 統 計 翻 訳 は1990年 前 後 に 英 語 と フ ラ ン ス語 の翻

訳 を 対 象 と して 研 究 が 始 ま った 。2000年 前 後 か ら

翻 訳 の 基 本 単 位 を 単語 か ら句 に 拡 張 す る 「句 に基 づ

く翻 訳 」(phrase-based translation)の 研 究 が 進 み 、英

語 とフ ラ ン ス 語 の よ うな 語 順 が 近 い 言 語 対 の 翻 訳

で は 実 用 レベ ル に 達 した 。

 2005年 前 後 か らは 自然 言 語 の階 層 構 造 や 構 文理

論 を 利 用 す る 「木 に 基 づ く 翻 訳 」(tree-based

translation)の 研 究 が 進 み 、 英 語 と 日本 語 ほ どで は

ない が 、や は り語 順 が 大 き く異 な る こ とが 問題 で あ

る英 語 と中国 語 の 翻 訳 で は 、ル ー ル ベ ー ス翻 訳 よ り

統 計 翻 訳 の方 が精 度 が 高 い こ とが 確 実 に な っ た。

 NTTで は、 語 順 の 違 い を克 服 す る 方法 と して 、

句 に 基 づ く翻 訳 の た め の 大 局 的 並 べ 替 え モ デ ル[1]

や 階 層 的 な句 に 基 づ く翻 訳 【2】の 研 究 に 取 り組 み 、

一 定 の精 度 向 上 を達 成 した
。 しか し、英語 と中 国語

よ りさらに語順が大きく異なる英語と日本語の翻

訳では、NTTを 含むどの研究機関も人手評価でルー

ルベース翻訳の精度を上回ることができなかった。

3事 前 並 べ替 え翻 訳

 原 言 語(翻 訳 元)の 文 の 単 語 を 目的 言 語(翻 訳 先)の

語 順 に並 べ 替 えて か ら句 に基 づ く翻 訳 を行 う 「事 前

並 べ 替 え」(preordering)の 研 究 は2000年 代 前半 か ら

存 在 した が 、2010年 前 後 にGoog且e, Microsoft, IBM,

NTTな どの研 究機 関 が この 有 効性 に 注 口 し始 め 、本

稿 執 筆 時 点 で は 日英 間 の 語順 の 違 い を克 服 す る技

術 の 主流 にな りつ つ あ る。

 事 前 並 べ 替 えで は、原 言 語 の 文 を構 文解 析 して得

られ た構 文 構 造 に対 して 「並 べ 替 え規 則 」(reordering

rule)を適 用 して 目的 言 語 の 語順 へ 変 換 す る。 一般 に

並 べ 替 え規 則 は、単 語 対応 付 き の 対 訳 デー タか ら 自

動学 習 す る方 法 と人 手 で作 成 す る 方 法 が あ る。

 NTTは 、主 辞 後 置性 と呼 ば れ る 日本 語 の 言語 学 的

な 特 徴 に 着 目 し 、 「主 辞 を 後 置 す る 」(head

finalization,主 辞 後 置 化)と い う(少 な く と も原 理 的

に は)唯 一 の 規 則 を使 っ て 英 語 の 単語 を 日本 語 の 語

順 に 並べ 替 え る方 法 を 考案 し、英 日翻 訳 の 精度 を劇

的 に 改 善 した[3]。

 2011年 開催 され た評 価 型 ワー ク シ ョ ップ で あ る

NTCIR-9特 許 翻 訳 タ ス ク の英 日翻 訳 にお い てNTT

と東 京 大 学 の 共 同 チ ー ム は 高精 度 な 英 語 構 文解 析

器Enjuと 主 辞 後 置 化 に 基 づ く事 前 並 べ 替 え を組 み

合 わ せ る こ とに よ り トップ の 成 績 を 収 め た 【4,5】。人

手 に よ る英 日翻 訳 の 精 度 評 価 で 、統 計 翻 訳 が ル ー ル

ベ ー ス翻 訳 を上 回 っ た の は これ が 史 一ヒ初 めて で あ

る。
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4主 辞 後 置 化 に基 づ く事 前 並 べ 替 え

 主 辞 後 置性(head finaDと は、 係 り先(主 辞)の 単 語

が 係 り元 の 単 語 よ り必 ず 後 ろ に 出 現 す る とい う性

質 で あ る。中 学 の 国語 の 時 間 に 「文節 係 り受 け 」を

習 う 日本 人 は 、 「必 ず 前 か ら後 ろへ 係 る」 こ とを 当

然 の 事 実 と して 受 け入 れ て い る が 、世 界 的 に み る と

日本 語 ほ ど 首尾 一貫 した 主 辞 後 置 性 を持 つ 言 語 は

珍 しい。

 例 えば 図1に 示 す"He saw a cat with a long tail"と

い う英 語 の 文 に お い て 、動 詞sawに 対 して 主語he

は 前 か ら係 り、 目的 語catは 後 ろ か ら係 る。"10ng

tail"のよ うに形 容 詞 は名 詞 に 前 か ら係 り、"cat with

_"の よ うに前 置 詞 句 は 名 詞 に 後 ろか ら係 る。

 主 辞 後 置化 とは 、この よ うな英 語 の 文 の係 り受 け

構 造 に お い て 「主辞 を後 置 す る」す な わ ち係 り受 け

が 「必 ず 前 か ら後 ろへ 」係 る よ うに 単語 を 並べ 替 え

る こ とで あ る。

 主 辞 後 置 化 した 英 語 の 単 語 列"He long tail with

cat saw"と 、対 訳 とな る 日本 語 の 単語 列 「彼 は長 い

尻 尾 の 猫 を見 た」 を 比 べ る と逐 語 訳(語 順 が 同 じで

ほ ぼ1対1対 応)に な っ て い る。 以 下 、 主 辞後 置化

した英 語 を 主辞 後 置 英 語(Head Final English)と 呼ぶ

こ とにす る と、主 辞 後置 英 語 か ら 日本 語 へ の翻 訳 は

従 来 の 統 計 翻 訳 技 術 で 高 精 度 に翻 訳 す る こ とが 可

能 で あ る。

5事 後並べ替え翻訳

 日本語から英語への事前並べ替え翻訳は、英語か

ら日本語への事前並べ替え翻訳に比べて本質的に

難 しい。図1を 見れば分かるように、「前からも後

ろか らも係る」構造から 「必ず前から後ろへ係 る」

構造への変換は主辞後置化 とい う一つの原則で実

現できるが、この逆変換を実現するには 「主語なら

ば動詞の前に」「目的語ならば動詞の後ろに」とい

った場合分けが必要になる。

 ところがCaboChaの ような既存の 日本語係 り受

け解析器は文節間の係 り受け構造しか出力しない。

述語に対する名詞の文法役割や意味役割を決定す

4

る述語項構造解析はまだ実用 レベルにないので、上

記の場合分けに必要な文法役割の情報を並べ替え

規則に使えないという問題がある。一言でまとめる

と、日本語解析技術が未熟なために、現時点では日

英翻訳における事前並び替えの実現は難 しい。

 そこで我々は、 日本語から英語の翻訳において、

日本語の文を主辞後置英語の文に翻訳 し、主辞後置

英語の文の単語を並び替えて英語の文を生成する

「事後並べ替え」(post ordering)を考案 した[6]。後段

の主辞後置英語か ら英語への単語並べ替えは自明

ではない。しかし、英語の構文解析器が出力する英

語の構文構造へ主辞後置化を適用することにより、

英語の文と主辞後置英語の文の対を大量かっ高精

度に自動生成できるので、これを対訳コーパスとみ

な して統計的機械翻訳の各種の手法を適用す るこ

とにより主辞後置英語から英語への単語の並び替

えを実現する。この手法は従来手法の最高精度と同

程度の精度を半分以下の計算量で実現できる。

 図2に 示すように、NTTが 考案 した英語から日

本語への事前並べ替え翻訳お よび 日本語から英語

への事後並べ替え翻訳では、主辞後置性 という日本

語の言語学的特徴を利用して定義した 「主辞後置英

語」という中間言語を媒介 として、言語翻訳とい う

問題 を、訳語選択(単調翻訳)と語順選択(並び替え)

という二つの部分問題に分解 している。その結果、

英日翻訳では大幅な精度向上を実現し、日英翻訳で

は計算時間を大きく短縮できた。

6順 位相関に基づく機械翻訳の自動評価

 機械翻訳の精度評価は非常に難 しい問題であり、

自動評価尺度BLEUの 誕生は機械翻訳の研究に革

命的な変化をもたらした。しか し、欧米言語間の翻

訳において最も標準的な機械翻訳の 自動評価尺度

であるBLEUは 、日本語と英語の間の翻訳では必ず

しも信頼できない(人手による評価 と一致しない)こ

とが知 られていた。

 BLEU(Bilingual Evaluation Understudy)は 、機械

による翻訳はプロの翻訳者による翻訳(参照訳,



 reference)に 類 似 して い る ほ どよ い と考 え 、類 似

度 を0か ら1の 間 の数 値 で表 す 。具 体 的 に は 、機 械

翻 訳 の 翻 訳 結 果 と参 照 訳 の 間 の 長 さ1か ら4ま で の

単 語ngramの 適 合 率 の 幾何 平 均 に 、短 い 文へ のペ ナ

ル テ ィ を掛 けた もの で あ る。 日本 語 と英 語 の 間 の

翻 訳 で は4単 語 を超 え る大 きな 並 び 替 えが 起 き る

こ とが 、 この 言 語 対 をBLEUが うま く評 価 で き な

い 原 因 と考 え ら え る。

 そ こでNTTで は 、翻 訳 結 果 と参 照 訳 の語 順 の一

致 度 を 重 視 す る 自動 評 価 尺 度RIBES(Rank-based

Intuitive Bilingual Evaluation Measure)を 考 案 し た

[7】。

 RIBESは 、機 械 翻 訳 の翻 訳 結果 と参 照 訳 の 単語 対

応 を求 め 、対 応 す る単 語 の 出現 順 序 に関 す るケ ン ド

ー ル順 位 相 関 を0か ら1に 正 規 化 した もの に単 語適

合 率 を掛 けた もの で あ る。RIBESは 、3節 で紹 介 した

評価 型 ワー ク シ ョップNrCIR-9特 許翻 訳 タス クに お

い て 自動評 価 尺度 の一 つ と して採 用 され 、 主 催者 の

評 価 に よ り、英 日 ・日英 ・中英 翻 訳 タス クに お い て

人 間 に よ る評 価 との相 関 がBLEUよ り高 い こ とが 示

され た[4]。 なおRBESを 計 算 す るプ ロ グ ラ ム は

http:〃www.kec1.ntt.co.jp/icUlirg!ribes!index.htmlか ら ダ

ウ ン ロー ドで き る。

8お わ りに

 本稿で紹介 した日本語の主辞後置性 を利用 した

統計翻訳技術は、原理的には英語以外の言語へも適

用可能である。今後は、中日翻訳【111を手始めとし

て、日本語を中心 とする多言語翻訳へ取 り組む予定

である。

7今 後の課題

 英語から日本語への統計翻訳は、主辞後置化に基

づ く事前並べ替えによりほぼ実用 レベルに到達 し

た。しかし日本語から英語への統計翻訳は、まだ発

展途上である。

 日本語の解析に関して、5節 で述べた述語項構造

解析に加え、特に話し言葉翻訳において省略照応解

析が非常に重要である[8]。また英語の生成に関し

て、主語や目的語を語順で表現する英語では適切な

構文構 造の選択が重要 と考えている[9】。 さらに

RIBIESの ような語順を重視す る自動評価尺度は

識別学習による最適化が難 しいので、最適化法が確

立しているBLEUと 併用 し、複数の 目的関数を同時

に最適化することを検討 している[10]。
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図1日 本語の主辞後置性に基づく

       事前並べ替え翻訳

日本語

(
 

      英語       主辞後置化  主辞後置英語

Hesawacatwithalongtail.⇒H漁 、

図2事 前並べ替えと事後並べ替え

"Ilove you"

[原言語 文]

単語:原 言語

語順:原 言語

単 調 翻 訳

(monotone translation)

「私 好き あなた」

事 前 並 べ 替 え

(pre-ordering)

    ●
"Iyou love"

[原言語語順の 目的言語文]

単語:目 的言語

語順:原 言語

普通の翻訳

[目的言語語順 の原言語文]

単語:原 言語

語順:目 的言語

事 後 並 べ 替 え

(pre-ordering)

単 調 翻 訳

(monotone translation)

「私 は あなたが 好き」

主 辞 後 置 英 語

(head final English)

[目的言語文]

単語:目 的言語

語順:目 的言語

→ 訳語選択

1語 順生成
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躍 機械翻訳事始め[1]

アジア太平洋機械翻訳協会理事

     坂本義行

こ と ば の 発 生

 こ とば に つ い て 、「翻 訳機 械 」1)の訳 者 ま えが き に

よ る と 「旧約 聖 書 に よれ ば 、創 世 の む か しは 人 類 の

言 語 は 一つ で あ った 。そ れ が 現 在 の よ うにい ろい ろ

の 民族 が 自分 た ちで 通 用 す る言 語 を話 し、異 民 族 相

互 間 の意 志 の疎 通 をか く よ うに な った の は 、天 ま で

と ど く こ とを 意 図 して 建 設 を は じめ た い わ ゆ る バ

ベ ル の塔 が 神 の 怒 りに ふ れ た た め で あ る とい う。

 各 民 族 が 独 自の 言 語 を 持 っ て 活 動 して い る現 実

の 事 態 は、そ れ ぞ れ に 固 有 の 文 化 を 築 い て い け る と

い う大 きな 利 点 が あ る反 面 、相 互 の 思 想 、意 志 の 交

流 疎 通 とい う点 で 実 用 上 多 大 の 不 便 を と もな う。こ

の 障 害 を軽 減 す る手段 と して 、だれ に で も思 い つ く

方 法 は 即 応 性 の あ る組 織 的 な 大 規 模 の"翻 訳"機 関

を常備 す る こ とで あ るが 、人 間 の翻 訳者 に依 存 す る

限 り、この よ うな もの の 実 現 可能 性 は な い と考 え ら

れ る。 した が っ て 、翻 訳 者 を わず らわす こ とな く、

翻 訳 を 高 速 でや っ て の け る機 械 とい う もの は 、われ

わ れ の 空想 の 中 に生 ず る 一つ の大 き な夢 で あ っ た。

 この 企 て を 具体 的 に示 した最 初 の もの は ぺ ・べ ・

トロヤ ン ス キー が1923年 に 出 した 翻 訳 機 械 の 特 許

で あ ろ う。」 と述 べ られ て い る。

機 械 式 計 算 機

 計算 機 とい え ば機 械 式 計 算 機 が あ り、そ の 代 表 と

してパ ス カル の 機 械 式 計 算 機 が あ り、これ に つ い て

は 、 ウイ キ ペ デ ィア に よ る と2}、 ブ レー ズ ・パ ス カ

ル が1645年 に 発 明 した機 械 式計 算 機 。Pascaline(パ

ス カ リー ヌ)ま た はMachine Arithmetiqueと 呼 ば れ

て い る。

 パ ス カル は1642年 、彼 が19歳 の とき か ら計 算機

につ い て 研 究 を始 め て い る。徴 税 官 だ っ た 父 の 手伝

い を して い た パ ス カ ル は 、仕 事 を減 らす た め の 道 具

を作 ろ うと考 えた。1642年 ま で に パ ス カル は50台

もの 試 作機 を作 った が 、売 れ た の は1ダ ー ス 強 で あ

る。高価 で あ っ た こ と と複 雑 で あ っ た こ と(加 えて

加 減 算 しか で きず 、減 算 のや り方 が難 しか っ た)が

原 因 で 、 そ れ 以 上 売 れ る こ とは な く、 パ ス カル は

1652年 に 計 算 機 の 製 作 を止 めた 。

 Pascalineは 十 進 数 を使 った 機械 で あ る。 しか し、

当 時 の フ ラ ンス の 通 貨 は 十進 数 で は な く、イ ギ リス

の ポ ン ド、 シ リ ング 、ペ ンス と似 て い た。 従 っ て 、

金 額 を 計算 す る の にPascalineを 使 お うとす る と、

計 算結 果 を 更 に変 換 す る必 要 が あ っ た 。1979年 フ

ラ ンス は メ ー トル 法 に切 り替 え た。 この と き、パ ス

カル の 基本 設計 に触 発 され た職 人 が登 場 した が 、彼

ら も商 業 的 に は成 功 しな か っ た。

 最 初 のPascalineは5個 の ダ イ ヤル が あ り、後 に

は6ダ イ ヤル や8ダ イ ヤル の もの が作 られ て い る。

最 大 の もの で9,999,999ま で の数 値 を扱 うこ とが 出

来 た。各 ダイ ヤ ル は 数 値 の うちの1桁 に 対応 し、計

算 結 果 は上 部 の 窓 に表 示 され る。歯 車 は一 方 向 に し

か 回 らな い た め 、負 の値 を 直接 計 算 す る こ とは で き

な い。減 算 をす る に は9の 補 数 表 現 に して加 算 す る

必 要 が あ った 。 ユ ー ザ ー を 助 け る た め 、9の 補 数 を

入 力 す る と上 部 の 窓 に は 元 の数 値 が 表 示 され る よ

うにな って い る。

鉱
熱
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ト ロ ヤ ン ス キ ー の 発 明 特 許 証 書

 べ ・べ ・トロヤ ンス キ ー の 発 明 特 許 証 書 に つ い て

は 、玉 木 英 彦 ・気 安 善 市 編 「自動 翻 訳 」3}に よ る と、

 「以 下 の よ うな 特 許 が 出願 され て い るが 、当時 そ

れ を実 現 す る こ とは うま くい か な か っ た。 これ は 、

こ の 目的 に 適 した 自動 装 置 が ま った くつ くれ て い

な か っ た 、 当然 の こ とで あ る。」 と書 かれ て い る。

 ま た 、 文 献1)に よ る と、

 「こ の 翻 訳 機 は 、 同 時 に い くつ か の言 語 を翻 訳

し、遠 方 ま で 送 る こ とを 可能 に す る よ うに 見 え た。

しか し トロヤ ンス キ ー は1939年 に 依頼 した ソ ビエ

トの 言 語 学 者 た ちの 支持 も得 られ な か っ た し、1944

年 に は 科 学 ア カ デ ミー の 自動 化 と遠 隔 制 御 機 構 学

会 の 支 持 も得 られ な か っ た。」 と書 か れ て い る。

発明特許証書

発明の名称 一つの言語から他の一つ、または同

     時に多数の言語への翻訳に際 し、単

     語を選別 しかつ印刷する機械

特許出願人 べ ・ぺ ・トロヤンスキー

出願年月 日1933年9月5日
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       図2発 明特許証書

暗 号 解 読 か ら計 算 機 の技 術 へ

 第2次 大戦中に発展 した暗号解読の技術(文 献1

では)を 基礎 として、電子計算機が急速に実用化 さ

れ出した1946年 頃から研究が始められた。もちろ

ん当初Wウ ィーバーが考えていたような 《翻訳 と

は、外国語 という暗号で書かれた文章を母国語に解

読することである》という単純な考え方だけでは通

用 しないようになっている。

 英国人ADブ ースとロックフェラー財団のワレ

ン・ウィーバーとが同時に翻訳問題に手を付けたの

は1946年 のことであった。第二次大戦中に用いら

れた暗号解読技術をこれに適用 しようとウィーバ

ーが提案したのに対し、ブースはディジタル計算機

が十分な数のデー タを蓄えることができるので、

《辞書と首っ引きで》行えるような、単語を単語に

移す型の逐語訳を実行する能力があることを強調

した。文章論や語順やあるテキス トのすべての単語

の機械的な翻訳についてすら問題にならなかった。

とい うのは当時の考え方は外国語のテキス トを理

解するために、学者の目の前に翻訳された一}凄な単

語の系列を置けば、この題 目に関する読者の深い知

識 により彼が手探 りで 自分の道を見つける役に立

つであろうとい うことであった。

 プ リンス トンにおいてブースはブ リテンととも

に、計算機がその記憶装置中に記録 された辞書を引

き、かつ一本の穿孔テープで入力に導かれる 連 の

単語の逐語訳を与えることを可能にする 《命令》に

ついて研究した。

 1948年 に英国人リチェンズは、語尾に自動文法

解析の考えを主張した。このことは単に読者に単語

の文法的役割を説明す ることで自動翻訳を改良す

るのみならず、電子辞書における探索の速度を高め

るとい うのは、理論的にみて見出し語の全数を減少

させ うるからである。

 1949年 ウィーバーは言語ごとに見かけ上の相違

はあるが、暗 号術で認められ、かつ情報理論により

認められている統計的不変量や、中国語学者Eラ イ

フらが歴史的っながりのない言語のあいだに認め

た意義的不変量や、さらにライヘンバッハにより指

摘 された論理的不変量が存在することを強調した。

こういった不変量は、人間の頭脳の基本性質の存在

と、言語に共通な心理社会的な起源とに相応す る、

ブースとリチェンズとの仕事を参照 して、ウィーバ

ーは、単語に単語を当てる純粋の逐語訳はその性格
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上科学技術の研究にとって大きな役割を果たすで

あろうと主張 した。しかも彼はずっと先に進み、直

接の文脈を調べることで、意義のあいまいさを解決

することを強く主張した。

 言語の論理的要素は、計算機の論理回路で処理で

きると断言 した。すなわちシャノンの情報理論は翻

訳の問題に関 し、統計的組織面で光を投げかけるの

であって、彼はこの理論に照らして統計的語義論の

研究を企てることを特にすすめた。おわりに彼は通

信の道具である言語 自体の性質に関する研究の問

題を生彩のあるやりかたで提出した。

 研究はいくらか分散 しながら多方面に分散 して

いった。オスワル ドとフレッチャーは ドイツ語の文

章論構成の機械的解法を研究 した。マサチュセ ッツ

工科大学(M.1.T.)で は、イスラエルの論理学者バ

ー ・ヒレルが機械翻訳の目的で言語の研究に没頭 し

た最初の人である。1952年 の初めに、ロックフェ

ラー財団はM.1.T.主催の翻訳問題に専念 している言

語学者 と電子工学者との会議に財政的援助を行っ

た。18人 の参加者は次の二つの段階を熟考するこ

とに同意した。まず第一に、科学的題 目を取 り扱 う

テキス トについて単語の頻度の研究、異なる言語間

の等価単語の研究、電子記憶装置を用いる方法につ

いての調査ならびに自動辞書のその他の技術的様

相の調査を同時に行 うことであった。その後で機械

翻訳をするプログラムを作 る目的での文章論解析

に移ることができよう。文法的および文章論的な諸

問題を解決するために必要な回路の研究は、当分の

間さきのこととしてす ぐに手を付けなくてもよい。

多言語機械翻訳をつ くることは、ある一つの言語A

からもうひとつの言語Bへ 行 う一方向の翻訳の経

験から得 られる結果をみてからすればよい。しかし

ながら、媒介言語、いわゆる 《機械語》すなわち最

終的にはあらゆる言語のあいだの回転板 として役

立ち うるものの可能性は除外 されなかったのであ

る。

1954年

 前 述 の 見 解 に 刺 激 され て 米 国 の 研 究 が 発 展 し た 。

記 憶 、 容 量 、 語 彙 を 制 限 す る こ と の 効 用 、 意 味 な ら

び に 語 尾 の 機 械 的 確 認 な ど の 研 究 が な され た 。

 1954年 に ジ ョー ジ タ ウ ン 大 学 の ドス タ ー ト と ガ

ル ビ ン と は 、1.B.M.の シ ェ リ ン ダ ン と協 力 し て250

個 の 単 語 か ら な る 辞 書 と 、6個 の 文 章 論 の 法 則 を 用

い 、IBM701電 子 計 算 機 を 使 っ て ロ シ ア 語 か ら 英 語

へ の 自動 翻 訳 の 仕 事 を 首 尾 よ く成 し遂 げ た 。

電 子 計 算 機B3CM3)

 1955年 の 末 に 電 子 計 算 機 で 行 っ た 自 動 翻 訳 の 最

初 の 実 験 で は 、こ の 実 験 用 に 専 門 的 な 数 学 の テ キ ス

トの 翻 訳 を 考 え て 、あ ら か じ め952の 英 単 語 と1073

の ロ シ ア 単 語 を 選 ん で 辞 書 を 作 り 、数 学 の テ キ ス ト

の 翻 訳 の た め に 使 用 さ れ う る プ ロ グ ル ラ ム を 作 っ

た 。

        INTRODUCTION

 When a practical problem is science or technology permits

ma血em翫i〔ヨ1鉛madσn,the mhmces are ra山er goodt}旧t is

 leadsto one or皿ire differential equations.'lhisis true certainly

°fthe vastcategory ofproblems associated with force and

imotion. So that whether we want to Imowthe future path of
!'
, Jupiter is the heavens orthe path ofan electronin an electron

rrricroscope weresort to differential equations. Thesame is true

for the studyofphenomena in continuous media, propagation of

wavcs, tlowofh●t, diffusion,static or dynanflcelectricity, etc.,

exceptthat we here deal wilt patial differential equations.

  図3に ミル ヌ の本 の 「序 文 」 の 最 初 の 一節
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 図4に そ の ロ シ ア 語 訳 を タ イ プ で 印 刷 し た 形
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 プログラムは実際上辞書には関係 なく適用でき

るものである。翻訳のためにミルヌの 《微分方程式

の数値解》から断章を選んだ。

 図3に 入力 として 「序文」の最初の一節の英文テ

キス トを、図4に 出力として語訳をタイプで印刷 し

た形で示 した。

最 初 の機 械 翻 訳 に 関 す る 国 際 会 議1)

 1956年10月 にMJ.T.は 、機械翻訳に関する最初

の国際会議を招集 した。約30人 の英国、カナダ、

米国の専門家達が集ま り、ソ連科学アカデ ミーの

DJ.パ ノブ博士は手紙でソビエ トの研究についての

重要な報告を行った。三つの主要な活動の中心は、

米国、英国、並びにソ連であり、これ らのものより

規模の小さいグループはイタリアとスカンジナ ビ

アであった。問題はもはや翻訳機械が可能であると

い うことを研究成果によって確かめるとい うこと

でなく、努力を集中して研究能率を有効にし、ばら

ば らに行われている仕事を総合的見地で研究を組

織化することにあった。

 1957年5月 にモスクワで科学技術会議が開かれ、

56論 文が提出され、それらの中には、ドイツ語、英

語、ハンガリー語、中国語からの自動翻訳に関す る

ものや、フランス語からの実験的翻訳に関す るもの

があり、さらに主として数学的な諸方法を利用 し

て、この学問を精密科学にするようなやり方で言語

の研究を方向付ける必要性を立証 した。

 1958年5月 に、自動翻訳についての会議が開かれ、

その結果71の 提出論文の要約が刊行された1}。

1958年 頃 の 機 械 翻 訳 の 研 究1)

 1958年 には米国で、1ダ ースばか りのグループが

大小規模の活動的な研究がなされていた。

米国では、

*ハ ーバー ド大学では、エティンガーが露英自動辞

 書に関する研究を行っていた。

*MJ.T.で は、ロック、ユングブ、コムスキー等が文

 章構造、ドイツ語の文章論、方法論を研究していた。

*ジ ョージタウン大学では、ドスター トとガルビンが

 ロシア 語 の文 章論 と語彙論 の研 究 を行 って いた。

*ミ シ ガ ン大 学 で は、クー トス ー ダ とコー フヘー ジが

 ロシ ア語 な らび に多意 義 語の 問題 を研 究 して いた 。

*ワ シ ン トン州 立大 学 で は、ライ フ ラー 、マ イ クル セ

 ン、ヒル が ロスア ンゼル スの 国際 テ レメー タ会 社 と

 共 同で 、 ロ シア語 と ドイ ツ語 の研 究 を してい た。

*ラ ン ド会 社 で は 、ヘ イ とエ ドマ ン ソン とが 方 法 論

 に 関 す る 興 味 あ る研 究 に 従 事 して い る。

 ワシ ン トンの 国立 科学 財 団 は、これ らの研 究 に財 政

的 援助 を与 え、 これ らの研 究 の調整 に努 力 を払 っ た。

英 国 で は、

*ブ ー ス 、ブ ラ ン ドウ ッ ド、ク リー プが ス フ ィー ル

 ド財 団 の 援 助 を 受 け て 、バ ー クベ ック 単科 大 学 で

 機 械 翻 訳 の 方 法 論 を研 究 し、さ らに点 字 や フ ラ ン

 ス 語 や ドイ ツ 語 に つ い て の 仕 事 、な らび に翻 訳 機

 械 の 特 性 と原 価 に 関 す る仕 事 を追 及 した。彼 らは

 1958年 に`Mechanical Resolution of Linguistic

 Problems'4)と い う著 作 を発 行 した が 、 これ は言 語

 デ ー タ とア イ デ ア との 豊 か な著 作 で あ った 。

*ケ ン ブ リ ッジ言 語 研 究 グル ー プ で は 、マ ス ター マ

 ンが 指 導 して 、辞 書 編集 と普 遍 文 法 論 との研 究 を

 進 め 、辞 書 と文 章 論 とに 《機 械 辞 書 的 熟 語 辞 書 》

 す な わ ち理 念 で 分 類 した 機 械 辞 書 の 考 え を適 用

 す る こ とを探 究 した。

ソ連 で は 、

 1956年9-10月 よ り刊 行 され た 『言 語 学 の 諸 問

題 』は 自動 翻 訳 の 問 題 に定 期 的 な題 目を提 供 して い

る。

*ソ 連 科 学 アカ デ ミー の研 究 チー ム は 、言 語 学 者 と

 電 子 工 学 者 との 間 の 協 力 に つ い て の 指 導 原 理 と

 一般 的 な 方 法論 との 輪 郭 を明 らか に した。

*メ ル チ ュ ウ ク とク ラ ギ ナ女 史 とは 、フ ラ ン ス語 か

 らロ シ ア 語 へ の 翻 訳 に 関 す る非 常 に 興 味 深 い 研

 究 を公 表 した 。

*コ ロ レー フ は辞 書 構 成 の た め の 符 号圧 縮 の 問 題

 につ い て 研 究 した 。

*ラ ズ モ フス キー は 翻 訳機 械 の 自動 プ ロ グ ラ ミン

 グ につ い て 研 究 した。
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*モ ロシュナヤ女史はイエスペルセンとフリーズ

 との構造言語学上の仕事を種々の言語間の文章

 論的差異の解決に使用する方法を示 した。

日本では、

 1950年 代に電気試験所機械翻訳 「ヤマ ト」や九

州大学のKT-1が 開発された。

機 械 翻 訳 機 「ヤ マ ト」5)

 電気試験所(現 産業技術総合研究所)で は、1958

年1月 より和田弘(当 時電子部 ・部長)の 指示によ

り、高橋茂を中心に、トランジスタ電子計算機ETL

Mark IVの 基本論理回路を使用 して、英日翻訳専用

機 「ヤマ ト」を試作す ることが計画された。翻訳の

ための辞書を収容できる大容量記憶を持った電子

計算機が手許になかったため、専用機 として600万

円の予算で製作された。

 装置の製作は1958年ll月 に終了 した。

[膀取餐置]
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   図3 「ヤ マ ト」 の 計 算 機 ブ ロ ッ ク 図

基 本 設 計

 辞 書:英 単 語3000語 150,000bit=3,000語x6字 ×8bit

   和 単 語3000語500,000bit

   熟 語300語  20,000bit

   そ の 他     350,000bit

 文 字:英 文;ABC, abc,記 号 、 数 字

   和 文;カ タ カ ナ 、ABC、 記 号 、 数 字

 プ ロ グ ラ ム:機 械 語4,000語

   Add Numeric, Sub Numeric, Add Chr,

   Read in to AC,Store Word in VM,

   Write Mark. Atop

12

プ ロ グ ラム メモ リ2ブ ロ ッ ク8,192語

1語32ビ ッ ト、1ト ラ ック=128語 、

1ブ ロ ッ ク=32ト ラ ッ ク=4,096語 、

計 算 機 の 構 成

本 体:基 本 回 路 の3種 の プ ラ グイ ン約1,000枚 が

  用 い られ た

記 憶 装 置:磁 気 ドラム(電 気 洗 濯機 位 の 大 き さ)

     回 転数 約3,000r.p.m(平 均 待 ち合 わ せ

     時 間 は約10ms)の 低 速 型 磁 気 ドラ ム1

     台 、

     1周4,096bit、

     記 憶 容 量 約82万bit=820,000bit=約

     100kB

回 路:ト ラ ン ジス タ500個 、 ダイ オー ド700個

   で構 成

入 出 力装 置:

ー

へ∠

M

4

機 械 式 テ ー プ 読 取機(8単 位)

プ リン タ

ABC、 カ タカ ナ 、 記 号 、 数 字

パ ン チ ャ

ABC、 abc、 記 号 、数 字

万 能 入 出力 装 置

カ タ カナ 、記 号 、数 字

10字/秒

8字1秒

8字/秒

8字/秒

 この うち、3と4は 計 算機 と独 立 で 働 か す こ と も

で き る。

 蓼 沼 良 一 を 中 心 に 、英 文 和 訳 の 研 究 に着 手 し、研

究 の課 題 と して 、

 L 翻 訳 に 適 した機 械 装 置 を研 究 す る こ と

 2. この 装 置 を 用 い て 翻 訳 させ る こ と

 で あ る と記 され て い る。

 1959年2月 に は 「Ilike music」 とパ ン チ した紙 テ

ー プ を入 力 す る と
、 「ワ レガ オ ン ガ ク ヲ コ ノ ム」

とプ リン タ に 出力 す る こ とが で き る よ うに な っ た。

 本 研 究 の 成 果 につ いて は 、1959年6月 にパ リで

開 催 され た第1回 国 際 情 報 処 理 会 議 で 和 田氏 に よ

っ て発 表 され た 。



 入 力 の 英 文

1. 'This isapen.

2. Is this apen?

3. Yes, it is apen

4.No, it is not apai.

5. What is this?

6.'This ismy watch.

7. It is abluepencil.

8.Is that a window, too?

9. Whatおit,吐1en?

10.Ihave a pen.

11.Havelapen?

12.What haveI?

13.Ihave two azms.

14.Ihave a camera in my hand

15.What gaveyou in your hand`?

16.But I have no brWher.

17.Who is that gentleman?

18.He is Mr. Smith.

19.He is Betty's father,

20.He has some eggs.

21.Is that●rl your sister?

22.The rooster is black.

23.'There isadeskin theroom

24.Is there a desk in your room?

25.Where isthe vase?

26.There isapicture ofmy fami且y.

27.Ido notspeak French.

28.Do I speak English?

29.Thank you.

30.It is halfpast four.

31.It is twenty minutespast six.

32.We havebreald'astat seven.

33.'Then I go to school.

34.Schoolbegins at halfpast eight.

35.What do theboysdo?

36.He sometimes helps me with my lessons.

37.Can you swim?

38.Yes,Ican swim.

39.Iam walking.

40.Am l wallang?

41.Iam reading a story.

42.How do you do?

43.He is the fastestrunner in our class.

44.Come to theblackboazd

45.Writethe names ofthe seven days ofthe week.

46.Let's have a raced

47.The crowforeot her cheese.

出力 で きた 和 文

1.コ レガ ペ ン ダ

2.コ レガ ペ ン ダカ

3.ハ イ ソ レガ ペ ン ダ
4.イ イ エ ソ レガ ペ ン デ ナ イ

5.コ レガ ナ ニ ダ カ

6.コ レガ ワシ ノ トケ イ ダ

7.ソ レガ ア オイ エ ン ピツ ダ

8.ソ ノ ウエ ア レガ マ ド ダ カ

9.ソ レカ ラ ソ レガ ナ ニ ダ カ

10,ワ レガ ペ ン ヲ モ ツ

11.ワ レガ ペ ン ヲ モ ツ カ

12.ワ レガ ナ ニ ヲ モ ツ カ
13.ワ レガ 2 ウデ ヲ モ ツ

14.ワ レガ カ メ ラ ヲ ワ レ テ ノナ カ ニ モ ツ

15.ナ レガ ナ ニ ヲ ナ レ ノ テ ナ カ ニ モ ツ カ

16,シ カ シ ワ レガ ナ イ ア ニ ヲ モ ツ

17.ソ ノ シ ン シガ ダ レ ダ カ

18.カ レガ ミス ター SMITH ダ
19.カ レガ BETTY ノ チチ ダ

20,カ レガ イ ク ラカ ノ タ マ ゴ ヲ モ ツ

21.ア ノ オ ン ナ ノ コガ ナ レノ アネ ダ カ

22.オ ン ドリガ ク ロイ ダ

23.ソ コニ ヘ ヤア ノナ カ ニ ツ クエ ガ ア ル

24,ソ コニ ナ レノ ヘ ヤ ノナ カ ニ ツ クエ ガ アル カ

25.ド コニ カ ビ ン ガ ア ル カ

26.コ レガ ワ レノ カゾ ク ノ エ ダ
27,ワ レガ フ ラ ン ス ゴヲ ハ ナ サ ナ イ

28,ワ レガ エ イ ゴ ヲ ハ ナ ス カ

29.ア リガ トウ

30,ソ レガ 4 ヲス ギ テ ハ ン ブ ン ダ

31,ソ レガ 6 ヲ スギ テ 20 フ ン ダ

32,ワ レガ ア サ ゴハ ンヲ 7 ニ オイ テ モ ツ

33.ソ レカ ラ ワ レガ ガ ッコ ウ ニ イ ク
34.ガ ッ コ ウガ 8 ヲス ギ テ ハ ン ブ ン ニ オ イテ ハ ジ マ ル

35.オ トコ ノ コガ ナ ニ ヲ スル カ

36.カ レガ ワ レヲ トキ ドキ ワ レノ カ ト トモ ニ タス ケル

37.ナ レガ オ ヨグ コ トガ デ キル カ

38.ハ イ ワ レガ オ ヨ グ コ トガ デ キ ル

39,ワ レガ ア ル キ ツツ ア ル

40.ワ レガ ア ル キ ツツ ア ル カ

41.ワ レガ ハ ナ シ ヲ ヨ ミ ツ ツ ア カ

42.イ カ ガ デ ス カ

43.カ レガ ワ レ ラ ノ ク ミ ノナ カ ニ モ ッ トモ ハ ヤ イ ハ シル モ ノ ダ

44.コ クバ ン ニ クル ベ シ
45,シ ュ ウ ノ 7 ヒ ノ ナ マ エ ヲ カ クベ シ

46.キ ョウ ソ ウヲ モ ツ コ トヲ シ ヨウ ベ シ

47.カ ラス ガ サ レ ノ CHEESEヲ ワス レタ

機械翻訳 「ヤマ ト」で翻訳できた例

KT-16)

 KT-1は 、我が国初の日 ・英 ・独3力 国語相互実

験翻訳のために、九州大学が1950年 代後半に開発

した言語処理用計算機である。言語理論は直接構成

要素法を採用し、処理方式は各国語特有の性質を表

にまとめ、プログラムは各国語間のどの方向の翻訳

にも共通に した特徴あるものであった。KT-1で は

おもに英語、 ドイツ語、 日本語間の操作について、

原語の構文解析により原語を一度中間言語的な構

文情報に変換す る方法で、設計試作が行われた。

KT-1で は2進 法6チ ャネル(直 列には64進 法)の

直並列方式をとり、単語は直列8桁 を単位 とした。

検索命令やパターンマッチに工夫を凝 らし、文字列

演算に優れていた。

 論 理 回 路 に は トラ ン ジ ス タ に よ る ダ イ ナ ミ ック

フ リップ フ ロ ップ 方 式 を採 用 した 。記 憶 装 置 は記 憶

容 量 約10万 ビ ッ ト・回 転 数12,000回 転1分 の磁 気 ド

ラム を使 用 した 。 入 出 力 に は6単 位 符 号を採 用 し、

鎖 孔 紙 テ ー プ に よ る方 法 を採 った 。

 KT-1の 設 計 は 九州 大 学 、 製 作 は 三 菱 電機 が 行 っ

た 。単能 の翻 訳 機 で は な く、一 般 技 術 計 算 用機 能 を

持 た せ 、 そ の 利 用 も考 慮 され て い た 。

 現 在 、KT-1に 使 用 され た 論 理 パ ッケ ー ジ 、磁 気

ドラ ム、お よび入 力 デ ー タの 鑓 孔紙 テー プが 、九州

大 学 に保 存 され て い る。

 なお 、元 九州 大 学 、田町 研 究室 の岡 田直 之 氏 の 記

憶 で は 、次 の こ とは事 実 です:
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*自 動翻 訳機KT-1の 設計 は 、大 野 克郎 、栗原 俊彦 、

 田町 常 夫 の3教 授 が 行 っ た。

*翻 訳 プ ログラ ムは 、ほ ぼ 田町常 夫教授 が担 当 した。

*10万 ビ ッ トの 主記 憶 に 単語 辞 書 、 文 法 規 則 、 そ

 れ に翻 訳 プ ロ グ ラム を機 械 語 を用 い て 配 列 した.

*栗 原 の 意志 をつ ぎ 吉 田将 は、単 語 と単語 の つ なが

 りに意 味 が 反 映 され る とい う立 場 で 、大 規 模 言 語

 デ ー タの 収 集 や か な 漢 字 変換 に努 め た。

*田 町 の翻 訳 プ ロ グ ラ ム を発 展 させ 岡 田直 之 は 、言

 語 や 図 形 の 持 つ 意 味 に 注 目 し、語 彙 の 意 味 分 析 や

 言 語 ・図 形翻 訳 な どマ ル チ モ ー ダル な人 工 知 能 に

 進 ん だ 。

 ,a:,.._.    欝!織!・

     { 湘 ず
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一

              Translation Technology from a Translator's Perspective

     Alun Simpson, Freelance Translator

http://www.linkedin.com/pub/alun-Simpson/18/24/365

Istarted working as a translator in 2002. My specialist field is technical documentation, user manuals in

particular. In a way, I am a part of a new generation of translators, because I have been using translation

memory(TM)since the very beginning of my career. When I started as an in-house translator, Trados was

already the dominant TM product in my field, and one of my first tasks was to learn how to use it. TM is

very well suited for technical documentation and user manuals, so I have always had a positive image of the

role of technology in translation workflows. I know how technology can help us as translators be more

efficient and deliver work ofbetter quality and consistency.

Although I am an enthusiastic user of TM, I do not yet use machine translation(MT)in my day-to-day work.

Imight occasionally use Google Translate as a dictionary, but in my normal workflow it is still quicker for

me to translate from scratch or from a low TM fuzzy match than to post-edit the results of online MT

services. This has a lot to do with my language combination;Japanese to English translation is especially

difficult for MT engines because nouns and other words are frequently omitted from the Japanese, and the

simplicity of Japanese grammar means that the appropriate English tense is difficult for the engine to select.

But I hear that in other, more similar, language combinations, the quality even of Google Translate is already

good enough in some domains to be used by professional translators as a basis for post-editing, similar to a

60to 75%fuzzy match from a TM.

Icould use one of the many commercially available MT products to build my own engine, but as a freelance

translator who works for many different clients, I think that the time needed to train the engine for a

particular job would be longer than the time I would save by using it.

Because of my interest in translation technology, in April 2012, I attended the TAUS Executive Forum in

Tokyo, which focused on the theme of Translation in the 21st Century. In December, I went to the Workshop

on Future Directions in Translation Research in Nara, which was organized j ointly by the National Institute

of Information and Communications Technology(NICT)and the Center for Research and Innovation in

Translation and Translation Technology(CRITT)at the Copenhagen Business School. Both these events

gave me an insight into the current state of translation technology and research, with speakers giving

presentations about the latest trends in linguistic processing, translation technology and language services.

Iwas surprised at the extent to which companies are already making use of machine translation in their

actual operations. Since the advent of the Internet, there has been an explosion in the amount of data with

important information, such as websites, online Help, forums and social media. Listening to the different

speakers made me realize just how much data out there needs to be translated‐there are 2 billion words in

the technical library of Cisco alone. Translating everything through the traditional channels ofagencies and

professional translators would be prohibitively expensive, even for the biggest companies. As the amount of

data increases, so too must new ways of efficiently making this information understandable to people in other
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languages.

Chris Wendt of Microsoft gave a presentation at TAUS describing how his company has tried to address this

issue. Microsoft uses an innovative fusion of human translation and machine translation for its online

knowledge base. Their support pages contain an enormous amount of information, which cannot be

realistically translated by humans alone. Instead, they use MT for about 90%of the articles, and the most

frequently viewed MT pages are flagged up for translation by humans. I think that this is an interesting

example of how MT and human translators can support and complement each other in a company's

translation workflow.

When evaluating the MT results, Microsoft ask whether the user's problem was solved, and deliberately do

not ask whether the translation was correct or good. As the use of MT increases, I think that this kind of

utilitarian evaluation of translations will become more important, in particular for large databases where the

choice is not between human translation and machine translation, but between machine translation and no

translation at all. Microsoft's system also incorporates feedback loops consisting of user ratings and

user-generated corrections of the MT results. I think that this combination of machine translation,

professional translation and user-generated content is a model that many companies and startups will develop

in the future.

Apart of this new paradigm oftranslation is crowd sourcing. At TAUS, Miori Sagara of Baobab talked about

her company's translation platform, Ryugakusei Network. The concept of this service is for language

students to gain translation experience and make a little money while translating Japanese products into

English or Chinese. The translators revise the output of machine translation, and the site uses techniques such

as rankings and gamification to improve quality and motivation. Although the site aims to attract part-time

translators, professional translators from China have also joined. I think this is an interesting trend;in

establishing platforms such as these, the translation is moved closer to the customer, and the process is

democratized by allowing access for more people to make money from translation. Gengo performs a similar

role;90%of their jobs are less than 100 words, and these can be translated anywhere, even on a smartphone

or tablet. I think that these jobs are not the kind that traditional, highly experienced translators would take,

but rather open up a new market for part-time translators, such as busy mothers who can work a little on the

side, or novice translators who want to gain more experience. The Internet breaks down barriers and allows

customers and suppliers to make contact directly, bypassing traditional intermediaries. This trend can be seen

not only in translation, but also in many other industries.

The NICT and CRITT workshop in Nara was rather more technical in nature, with researchers describing

how they are trying to solve problems in language processing. Daniel Ortiz of Universitat Politecnica de

Valencia gave an interesting presentation about incremental learning for MT systems. Here, human

interactions and corrections are fed back into a statistical MT system to improve the output. This incremental

learning is performed sentence by sentence, and so fits in naturally with post-editing and interactive MT

systems. I can see how this could be effectively incorporated into a translation workflow.

Ialso found the last session at Nara about human translation processes very interesting. Researchers had

analyzed the behavior of translators with varying skill levels as they worked, through keystrokes, mouse
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movements, and even heat maps obtained from eye-tracking analysis. As an actual translator I found it

fascinating that their research reflected how I have developed with experience‐nowadays I spend only a

brief time on orientation before starting, I perform my draft translation rapidly with minimal backtracking as

Igo along, and then spend more time on a detailed revision at the end. I am not sure whether I should be

happy or disturbed that I conform so closely to the results oftheir research!

In conclusion, I think that now is an exciting time for machine translation. It is only recently that advances in

computational power and data analysis have resulted in significant improvements in output. This has opened

up new opportunities in the translation industry, including the post-editing of machine translation and

crowd-sourcing. Although some translators may be uneasy about these trends, I firmly believe that

ever-increasing volumes of data mean that highly skilled, professional linguists will always be in demand, at

least during my lifetime. MT systems will start performing more varied functions and the nature of our jobs

may change, but as globalization drives fbrward, so too will oppo血lnities grow. I think that those language

professionals who embrace new technology in innovative ways will be the people who shape our industry in

the 21st century.
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Workshop on Future Directions in Translation Research

   (未 来 の 翻 訳 研 究 に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ)

            隅田 英一郎(NICT)

1 概 要

掲 題 の ワー ク シ ョップDが2012年12月3日

(月)～4日(火)に 、東 大 寺総 合 文化 セ ン ター

で 開 かれ た。CBS(Copenhagen Business School2)、

デ ン マ ー ク)とNICT(情 報 通 信 研 究機 構1)の 共

催 で あ る。二 日間 にわ た った ワー ク シ ョップ の プ ロ

グ ラ ム と発 表 の ス ラ イ ドは ワー ク シ ョ ップ の ホ ー

ムペ ー ジ か ら入 手 で き る。本 稿 で は 、主 催 者 の 一 人

の 隅 田 が概 要 と一部 の講 演 の サ ワ リを紹 介 す る。

 会 場 の 東 大 寺 総 合 文 化 セ ン ター は世 界 遺 産 で あ

る 東 大 寺 の境 内 に あ る 異 色 の 会 議 施 設 で あ る(図

1) 

,   区 認N罫 レ

     吻獺 燃蕪 鑑;

●

榊
塾

    図1東 大寺総合文化セ ンター

 センターのホームページ4)には、「東大寺の意義は

なんといっても創建時代にあ ります。聖武天皇は動

物 も植物 も共に栄えることを願 って大仏さまを造

られ、その思いを学ぶために、大勢の若い僧侶が全

国から東大寺に集まりました。今でいう総合大学で

す。」とあるように、アカデ ミックな活動に理解が

あり今回のような国際会議にも門戸を開いている。

 設備も良く、また、東大寺の境内にあるので、会

議の前後に参加者が観光するにも大変都合が良い

(図2、 図3)。 リ ラ ッ クス して 会 議 す る こ とが 出

来 る会 場 であ る。

重 要 な テ ー マ を招 待 講 演 者 に語 っ て い た だ き、

訳 の未 来 」 を少 しゆ っ く り と考 え る ヨス ガ に しよ う

とい うの が 趣 旨 に な っ て い る。 ま た 、BRICS5)の ブ

ラ ジル や イ ン ドとの コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 需 要 が 急

速 に 高 ま って い る中 で 、ブ ラジル や イ ン ドの 言 語 に

つ い て 両 国 の 研 究者 と連 携 して い く こ と も 目的 の

一 つ に な って い て
、 イ ン ドのCDACI NoidaのRai

Mahesh K. Sinha、 ブ ラ ジルUFMG/LETRAのFabio

Alvesら との議 論 を 通 して企 画 した。

 同 時通 訳 の 自動化 目指 した話 、ア イ トラ ッカ ー を

離 灘 鷲鷲1}ll雛盤1{蜜
繋雛 懸盛聾愚・1鍵購鑓恐 、
蹴 講蕪騰弾 講 難 遮 κ  蝋   扇    鑓 繍 '蕩  #轍 誰・

瓢1滋 漫       轟 蕊 幽

灘磯 隷 一ン   職 欝1楚欝
       ・ま認         ・・簾  雛 ド ㍉繍  髪犠
          ; ボ げ
         鞍    蓑

    図2 東大寺大仏殿の鴎尾

繕藩
拶婆謙 嚢 塾
    図3 東大 寺境 内の紅葉

この会議は今回が初開催で、「翻訳」を取り巻く

                    「翻
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利 用 した 翻 訳 メ カ ニ ズ ム の 解 明 な ど の 多 岐 に わ た

る 研 究 テ ー マ で 、松 原 茂 樹(名 古 屋 大 学)、Srinivas

Bangalore(AT&T), Daniel Ortiz (UPV), Andrew

F-NCH(NICT),Peter Juel Henrichsen(CBS),Ronaldo

Martins(NILC)、 相 澤 彰 子(NII&東 大)、Michael Carl

(CBS)、 Fabio Alves(FALE-UFMG)と い う多 様 な

研 究 者 で プ ロ グ ラ ム を 構 成 し た 。

 ま た 、 参 加 者 もICT系 の 企 業 の 研 究 者 、 大 学 の 研

究 者 、 翻 訳 者 や 翻 訳 会 社 関 係 者 、 な ど 、 総 勢50名

に 上 っ た(図4)。

/
             一

      一
 一醜岬繭釧岬臣                           一
         一一一一 一.

触 暴 一
       図4 会場 の様 子

2 講演の ピックア ップ

 以下、講演のい くつ かを ピックア ップ して ご

紹介す る。

2.1 松原は"lncremental Parsing and its

Applications"と 題 して同時通訳の 自動化 とい う

夢 の技術 の文脈の中でIncremental(漸 次的又 は

漸進 的)構 文解析について紹介 した。

 まず 、松原 は、講演 とその同時通訳 を集 めた

コーパ ス(図5)を 作成 し、これを通訳パ ター

ンや通訳 タイ ミングな どの研 究素材 とした(こ

の コーパスは公 開 されてい る)。

 通常の 自動翻訳 では、一文 をま とめて構 文解

析す るが、この コーパ スを調べ ると、人間の同

時通訳では もっ と短 い単位(句 や分節に近い短

い単位)で 訳 してい ることがわか る。同時通訳

の場合は話者が一文話 し終わる前に翻訳を開始し

なくては同時性が成立しないからである。従って、

同 時 通訳 の要 素 技 術 で あ る構 文解 析 も、話 の 途 中 で

開始 しな くて は な らな い(こ れ が 「incremental」 の

本質 で あ る)。

 こ の た めの 工 学 的 な 手法 の現 状 と課題 を紹 介 し

た。

 Bangaloreが 言 及 した よ うに 、全 人 類68億 人 の う

ち38億 人 は 中 国語,ス ペ イ ン語,英 語,ア ラ ビア

語, ヒン デ ィ語 の い ずれ か の言 語 を話 して お り、

そ の うちの70%は 携 帯 電 話 を所 有 して い る。これ ら

の言 語 間 の携 帯 電 話 を 介 した通 訳 シ ステ ム を 開発

で きれ ば非 常 に大 きな 需 要 に応 え る こ とに な る。

1唱トξ目 「

罪he【h〔

1`}b臼 「,重

臼し即  l

P  d

川Inr u,. P 「 、 重)q

Am〔 》1κでln

鯉 次のテーマですが

IUIqをaI嫉dIlBげP撹

lrIrll副

劇r㌧L llIl〔P目8↑ い1〔ll塚 ノ1u

ア メ リ カ の

uu{バ け[,:レ1`隅UU 1トLりlN

」 昏   鮒h〔Ih曜 ・

tH」〔揺 llI}IiJンL付 1[ξ,1 ,, 1

(Fえ)大 続鍛 に関す るTイ ペ ート

卜nnn 6rIhh4臼POl, 彗 「,N

b賢 二 zn1 ヒπ A }  SIP

UIIい1 臼ト}Ul〕 η 撰 1τ 唱41

そ し て 誰 が

〔網 ∴1
,け溜 、繍 こ'!N

より良い大続領とアメリカのためになり

得るかということですが

図5 同時通訳 の コー パス

    (ス ライ ドか らの引用)

 図6 アイ トラッカー の利用(ス ライ ドの

         引用)

2.2  相澤やCarlの用いたアイ トラッカー(図

6)は 、眼の動きを追跡 し、画面の中の、どの部分

からどの部分へ と視線が移ったか、その部分を何秒

間見たか(滞 留時間)と いったデータを記録する。

 テキス トを読む際や翻訳す る際に、このデータを

分析すれば、ベテラン翻訳者 と新人翻訳者の相違が

わかったり、これを トレーニングに活用 したりな
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ど、今 まで にな い 様 々な 展 開 が 可 能 に な る。

3 NICTの デモ

NICTは そ の 研 究 成 果4件 を 詳 し く紹 介 した。

AAMTジ ャ ー ナル な の で 、この うち翻 訳 と直 接 関係

す る2件 に つ い て 紹 介 す る。

3.1 NICTで は 、統 計 翻 訳(SMT)の パ ラダ イ

ム で 、特 許 分 野(英 ⇔ 日、 中⇔ 日5))・Eコ マー ス

分 野(英 中韓 ⇔ 日)・ 旅 行 会 話 分 野(21言 語 の 全

組 合 せ)な ど、分 野 を 特化 した 高精 度 自動翻 訳 の研

究 して い る。当 日は 英 日特 許翻 訳 に つ い て詳 し く紹

介 した。

 1800万 文 の 特 許 対 訳 コー パ ス を 、過 去17年 間 に

お よぶ パ テ ン トフ ァ ミ リー の文 書 か ら 自動 構 築 し

た。優 先 権番 号 に も とつ い てパ テ ン トフ ァ ミ リー を

特 定 した後 、請 求項 ・要約 ・説 明 の各 パ ー トを抽 出

し、パ ー トご とに 文 の ア ライ メ ン トを とる。 この と

き に 、文 の類 似 性 を辞 書 の対 訳 との オー バ ー ラ ップ

を使 っ て判 定 して い る。 自動 ア ライ メ ン トの 精 度

は 、1000文 の うちA判 定 が899文(ほ ぼ 問題 な く

原 文 と訳 文 が対 応)、B判 定 が72文(80%の 内容

が対 応)C判 定 が26文(対 応 度 が80%以 下)、 そ の

他3文 とい う高 い精 度 を達 成 した 。

 英 語 と 日本 語 は 語 順 が 大 き く違 うの で 、標 準 的 な

SMTの 語順 調整 の仕 組 を使 っ て 、文 を翻 訳 して も う

ま く翻 訳 で きな い。 語順 の 事 前 変 更(Pre-ordering

と呼 ぶ)を 行 って か らSMTに か け る と精 度 が よ くな

る こ とが 知 られ て い るの で 、翻 訳方 向 に依 存 しな い

新 た な アル ゴ リズ ム で これ を 実現 した。

 翻 訳 精度 は 平均 文長 が約25語 の文 で あれ ば 、

70%～80%と 高 い 。 よ り長 い 文 で の 精 度 を上 げ る こ と

が今 後 の課 題 に な っ て い る。

 翻 訳 速 度 は1秒 あ た り100ワ ー ド(お お む ね3

文)と 特 に 遅 くは な い が 、まだ まだ 高 速 化 の 余 地 が

残 っ て い る。 ま た、NICTのSMTで は対 訳 辞 書 に登

録 した 訳 語 を優 先 す る機 能 も実 装 して あ る。

3.2 多言 語 音 声翻 訳 シ ステ ム は 、多 国 籍 の研 究

共 同 体 で 研 究 開 発 を 進 め る と効 率 が 良 い 。
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1993-1999年 のC-STAR、2006-2009年 のA-STAR

とい う前 身 が あ って 、2010年 以 降U-STAR6)へ と進

化 して い る。世 界 中の 言 語 を音 声 翻 訳 す る枠 組 を 初

め て 提 案 し、同枠 組 の核 心 で あ るモ ジ ュー ル 間通 信

技 術 をITUに お い て 国 際標 準 化 した 。これ に よ っ て 、

U-STARへ の 参 加 は23ヶ 国 の26機 関 に急 増 した。

 2012年7月 よ り、 スマ ー トフ ォ ン用 の音 声 翻 訳 の

ア プ リケ ー シ ョ ンVoiceTra4U-Mを 無償 公 開 し、 全

世 界 で 同 技術 を 用 い た 実 証 実 験 を 実施 して い る。

VoiceTra4U-Mで は 、27言 語 の 自動 翻 訳 、17言 語 の

音 声認 識 、14言 語 の 音 声合 成 に対 応 して い る。

 ま た 、来 年 の 会 議 に つ い て 、現在 、企 画 中 で あ る。

詳 細 が決 定 し次 第 、AAMTの 皆 様 に も ご案 内 す る 予

定 で あ る。

参 考 資 料

1)

2)

 M

4)

5)

6)

http://www.mastaz.jp/wfdtr/index.html

http://www.cbs.dk/Forskning/lnstitutter-centreMs

titutter/ISV/Menu/Medarbejdere/Menu/Videnskab

eligeNidenskabelige/Lektorer/michael_carl

http://www2.nict.go.jp/univ-com/multi_trans/inde

x.html

http://culturecenter.todaij i.or.jp/accessmap.html

http://www.nict.go.jp/press/2012/11/OS-1.html

http://www.ustar-consortium.com/



一
            第2回 特許情報 シンポジウム報告

横山晶一(山 形大学)

1 は じめ に

  AAMT/Japio特 許 翻 訳 研 究会(委 員 長:辻 井 潤

一 東 大 名 誉 教 授)で は
、 機 械 翻 訳 国 際 会 議(MT

Summit)の な い年 に 、 国 内 で さま ざ ま な イ ベ ン ト

 を行 っ て い る。

  特 許 情 報 シ ン ポ ジ ウム は 、2010年(平 成22年)

に第1回 が東 大 ・本 郷 キ ャ ンパ ス で行 わ れ 、今 回

2012年(平 成24年)に 第2回 が行 わ れ た。 こ こ

で は 、そ の 内容 等 につ いて 簡 単 に報 告 す る。

2 シ ン ポ ジ ウム の 開催 趣 旨

  論 文 募 集 に は、次 の よ うな 開催 趣 旨 が書 かれ て

い る。

  「特 許 情 報 は 情 報 処 理 技 術 の 応 用 分 野 の 一 つ

 と して近 年 世 界 的 に関 心 が 高 ま って い る。本 シ ン

ポ ジ ウム は、特 許 情 報 処 理 技 術 の 研 究 開発 を促 進

す る こ とを 目的 と して 、2010年 に第1回 が 開 催 さ

れ た 。 研 究 者 、実 務 家 、政 府 関 係 者 が集 ま っ て、

構 想 、方 法 論 、 将 来 展 望 、 実務 経 験 、政 策 な どを

議 論 す る場 と して企 画 され 、さ ま ざ ま な発 表 が行

われ た。 今 回 第2回 の シ ン ポ ジ ウム も、第1回 の

成 果 と趣 旨 を踏 ま え て 、招 待 講 演(3件)、 検 討

会 報 告(1件)、 一般 講 演(5な い し10件)で 構

成 され る。 」

  こ の 研 究 会 が ふ だ ん 取 り扱 っ て い る特 許 翻 訳

 の 問題 よ りはや や 幅 広 く、特 許 情 報 全 般 に つ い て

取 り扱 う意志 の も とに企 画 され て い る。

  上記 の よ うに 、この シ ンポ ジ ウム は 、招 待 講 演

や 報 告 と と もに 、一般 に公 募 した論 文 発 表 も行 わ

れ る。 一 般 公 募 の 論 文 の 領 域 は 、 上記 趣 旨 で は 次

 の よ うに な っ て い る。

 論 文 の 分 野

 下 記 の 分 野 を 含 む 特許 情報 処理 の諸 分 野:

 -Analysis and classification for patent documents,

3

一Machine translation and translation aids for patent

documents,

-Contrastive studies for multilingual patent

documents,

-Language resources for patent documents
,

-Dictionaries and terminology databases for patent

documents,

-Parallel
, compazable or monolingual corpora for

patent documents,

-Information extraction and information mining from

patent documents,

-Patent map development
,

-Evaluation techniques for patent translation
,

-Patent information retrieval .

 今 回 は 締 め 切 り ま で に4編 の 論 文 投 稿 が あ っ

た 。

開催 概 要

開催 日時:平 成24年tt月30日(金)

     13:00^18:00

場 所:京 都 大学 東 京 オ フ ィス(東 京 都 港 区)

参 加 者:事 前登 録 車98名 、 当 日登録 者9名 、

欠席者20名 、当日参加者87名

  会場の関係で、100名 限定で参加を受け付け、

 ほぼ満席 となる盛況であった。また、昨今の国際

情勢から、海外からの参加がやや懸念されたが、

特に問題なく参加 していただいた。

  次節で、実際の内容について述べる。

4 開催内容

  今回は、海外からの参加者のことを考慮 して、

 一般講演以外は英語で行われ、一般講演は、英語、

 日本語どちらでもよいことにしたが、4件 の発表

すべて日本語で行われた。

  最初に、主催者側 として、守屋敏道氏(Japio
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専 務 理 事 、 特 許情 報研 究所 所 長)と 辻 井 委 員 長 か

ら開会 の あい さっ が あ っ た 。

 招 待 講 演 は3件 行 わ れ た。

 最 初 は、China Patent Information Center(CPIC)

の 王丹 氏 に よ る"Making Effective Use of Machine

Translation for Patent Documents:Practice ofCPIC"

とい う講 演 で あ っ た。 こ こで 氏 は 、CPICで 特許

文 書 を扱 う際 のMT使 用 ロー ドマ ップ を 示す と と

も に、人 間 の 翻 訳 とMTと の使 い 分 け な どに も言

及 した 。 ロー ドマ ップ で は 、 最 近4～5年 間 で 、

中英 、 英 中 、 日中 、 中 日な どのMT使 用 や 開 発 ・

研 究 が 行 わ れ て い る こ とを 述 べ た。

 2番 目 の 招 待 講 演 は 、Paul Schwander氏

(Director External Products and Services European

Patent Office, EPO)に よ る"Machine Translation at

the EPO Removing language barriers from patent

documentation"で あ る。 Schwender氏 は、 EU内 で

の23言 語 に関 す る取 り組 み と、最 近EU内 で も需

要 が 高 ま っ て い る ア ジ ア 系 言 語 に よ る特 許 へ の

調 査 にMTが どの よ うに 寄 与 して い る か につ いて

の 現 状 を 述 べ た。

 3番 目の 講 演 は稲 葉 崇 氏(特 許 庁 総 務 部 普 及 支

援 課 情 報 企 画 室 調 査第 二係 長)に よ る 「特 許 庁 に

お け る機 械 翻 訳 に 関す る取 組 」(英 文 タイ トル は

JPO's Approach for Machine Translation -To

establish productive utilization method and create

appropriate policies)で あ る。 こ の講 演 で は 、特 許

庁 に お け るMT利 用 の現 状 、 特 に 、 MTの 精 度 向

上や 、MTを 活 用 した外 国 文 献 へ の ア クセ ス 向 上

の 取組 、MTの 品 質 評 価 に つ い て 述 べ た。

 次 に 、9月7日 に開 かれ た特 許 文 書 の 機 械 翻 訳

結果 評 価 方法 検 討 会(東 大本 郷 キ ャ ンパ ス 、 この

ジ ャ ー ナル で概 要 を既 報)の ま とめ を 、 この シ ン

ポ ジ ウ ム の ま とめ 役 と な っ た 当研 究 会 の 江 原 暉

将 副 委 員 長(山 梨 英 和 大教 授)、 越 前 谷 博 委 員(北

海 学 園大 准 教 授)が 行 った 。MT評 価 に 用 い られ

るBLEU, NIST, RIBES, IMPACTと い っ た 自動評

価や、人間による評価について議論をしたシンポ

 ジウムを総括 し、今後の指針を示した。

  一般発表は次の4件 である。

  「依存関係 を用いた特許分野のための 日英中

対訳フレーズの切 り出しアルゴリズム」池田秀人

 氏ら立命館大グループによる発表。依存関係階層

木の中間節点を発展させた対訳フレーズを用い

てMTを 行お うという試みである。

  「特許明細書の翻訳者から基本的な誤訳の実

例 を示 して対策を提案」吉川潔氏(フ リー翻訳

 者)。 氏が長年にわたる特許翻訳の経験か ら、

MTに おける種々の誤謬について持論を述べたも

 のである。

  「特許翻訳の品質を向上 させるための形態素

解析結果を利用 した文書比較 ・日本語精査ツール

ー歌詠 と鶯一の試作」楠本浩二氏((株)ク レステ

 ック)ら のグループによる発表。特許翻訳品質向

上のためのパー ソナルツール として、類似ファイ

ルの差分な どを提示するシステムについて述べ

 た。

  「技術調査のための特許情報抽出」太田貴久氏

 (豊橋技科大)ら のグループによる発表。技術調

査に必要な技術の総称、発明の作用などを高精度

 に取 り出すことで、ユーザに有用な情報抽出を行

 うシステムにっいて述べた。

  最後に簡単にまとめが行われた。

5 終わりに

  以上が第2回 特許情報シンポジウム報告であ

 る。主催者側で活躍 された委員の皆 さん、講演者

に対する種々の交渉に当たられたJapioの 方々、

会場をお貸し下さった京都大学、事務を担当され

た(株)ナ ビックスの担当者に感謝します。

  今後 もこのよ うな催 しを積極的に実施 してい

きたいと考えております。

  なお、シンポジウムの内容については、当研究

会のHP(http:〃aantjapio.com/)上 で公開の予定で

す。
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一

                  JTF翻 訳祭出展報告

機械翻訳課題調査委員会

1, は じめに

 AAMT機 械翻訳課題調査委員会は、昨年度に引き続

きJTF翻 訳祭の展示コーナーに出展 しAAMTの 活動紹

介、新会員募集、課題調査委員会で仕様策定している

UTXのPR、 機械翻訳に関するアンケー ト等を行った。

本稿では、AAMTブ ース概要 と、出展者の立場で見た

翻訳祭全体の印象、また、出展を通 して得 られた翻訳家

の現状など紹介する。

2. 国内最大の翻訳業界のイベン ト

 JTF翻 訳際は、 JTF(日 本翻訳連盟)に よって年に1

回開催され、700名 以上が参加する翻訳業界最大のイベ

ン トである。今年度は11月28日 にアルカディア市ヶ

谷において、8つ の講演会場で計30の 講演 と、「翻訳プ

ラザ」と呼ばれる展示コーナーにて35の 会社や団体か

らデモ展示があった。講演の内容は、映像翻訳ライブレ

ッスンといった翻訳家向けのものから、翻訳 ワークフロ

ーやIT利 用といった翻訳会社向けのものまで多岐にわ

たる。参加者を見ると男女比はおよそ半々、就職 したば

か りの若手から翻訳経験30年 のベテランまで、翻訳業

界から様々な立場の人が参加されていた。

3. 機械翻訳は関心の的

 翻訳祭に参加する翻訳家(翻 訳を生業としている人

たち)が 機械翻訳にどのくらい関心を持っているかは、

AAMTメ ンバにとっては興味深い点であろう。筆者は、

現状の機械翻訳は翻訳家が満足するレベルに到達 して

いないことから、翻訳家の機械翻訳への関心はかな り低

いだろうと予想 した。 しかし、「機械翻訳を組み込んだ

翻訳工程の最適化」とい うテーマの講演が盛況だったこ

とや、出展ブースでのアンケー トで機械翻訳の利用頻度

で 「毎 日」 と答えた人が36%も いた(詳 細は付録参照)

ことを考えると、機械翻訳はプロの翻訳家にもかなり浸

透 していると言ってもよさそ うである。

4. AAMTブ ー ス は 大盛 況

 AAMTの ブ ー ス に は 課 題 調 査 委 員 会 の メ ンバ が 交 代

で 詰 め て 、 前 を 通 りか か る人 た ち に 各種 資料 を 手 渡 し、

ア ンケ ー ト回 答 を 呼 び か け た。

・資 料 配布

 AAMTの 活 動 を紹 介 す る た めAAMTジ ャー ナ ル の バ

ッ クナ ン バ ー4種 類 の 配 布 を行 っ た。鞄 が 重 く な る に も

か か わ らず4冊 全 部 持 ち帰 られ る 人 が い た一 方 で 、パ ラ

パ ラ と立 ち読 み した だ け の 人 もい た 。AAMTジ ャー ナ

ル に つ い て の感 想 を伺 うと、 「機 械 翻 訳 製 品 の こ とが 良

くわ か っ て 参 考 に な る」、「専 門的 な印 象 が 強 くて と っつ

きに くい 」 な どの 意 見 が 聞 か れ た。

 ブ ー ス は 幅180cmの 机1個 とい う狭 い ス ペ ー ス だ っ

た が 、AAMTジ ャー ナ ル の ほ かAAMTの 活 動 を紹 介 す

るチ ラシ 、新 入 会 員 申込 み 用 紙 、UTXの パ ン フ レ ッ ト

を所 狭 し と並 べ 、最 後 に は持 ち込 ん だ資 料(各 々50～100

部)の 大 半 を 配布 す る こ とが で きた 。AAMTブ ー ス は

他 の ブ ー ス に 比 べ て 立 ち止 ま る 人が 多 く(懸 賞 の 効 用 だ

ろ うか?)対 応 メ ンバ は大 忙 しだ った。 この よ うに 、

AAMTの 知名 度 ア ップ とア クテ ィ ビテ ィのPRと い う

今 回 の 出 展 目的 は 十 分 に果 たせ たの で は な い か と思 わ

れ る。

覇琴
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 ・ア ンケ ー ト

 昨 年 に続 い て 翻訳 家 向 け に機 械 翻 訳 に 関す る ア ン ケ

ー トを 実施 した
。今 回 は 特 許 翻 訳 従 事 者 向 け とそれ 以外

の 翻 訳 家 向 け に ア ン ケー トを2種 類 用 意 し、どち らか の

該 当 す る ア ン ケー トに 回答 して も らった 。ア ン ケ ー トは

Webシ ステ ム と して 開 発 し、ノー トPCの ブ ラ ウザ 上 で

マ ウス選 択 に よっ て 回答 して も ら う形 式 と した。こ うす

れ ば 回答 と同 時 に 自動 でDB入 力 で き る た め 、後 の集 計

作 業 が楽 で あ る。ブ ー ス の机 の 上 に ノー トPCを2台 設

置 し、レン タル ル ー タを利 用 して イ ン ター ネ ッ ト接 続 を

行 っ た。 回答 数 は特 許 翻 訳 従 事 者 が15名 、 そ の他 の翻

訳家 が42名 の 計57名 で あ っ た。(ア ンケ ー ト結 果 の詳

細 に つ い て は付 録 を参 照)な お 、回 答 者 集 めの 索 と して 、

回答 者 に はそ の場 で く じを引 い て も らい10名 の 当選 者

に1000円 分 のQUOカ ー ドを進 呈 した。 ま た後 日、抽

選 で 回答 者 全 体 か ら1名 に 、ク ロス ラ ン ゲ ー ジ様 が景 品

と して提 供 して くだ さ った 翻 訳 ソ フ ト 「PAr-Transer

Vl1」 を進 呈 した。

側としてのAAMTと 利用側 としてJTFが 連携 して、様々

な情報交換をする場を作ることが必要であると感 じた。

機械翻訳課題調査委員会としても今後JTFと の連携強

化に向けた取 り組みを具体化させていきたいと考えて

いる。

5. AAMT-JTFの 連携強化の必要性を実感

 翻訳家は機械翻訳の利用者 として本命でありながら、

これまで本格的に使 う人は少数に止まっていた。これに

はいろいろな理由があるだろうが、機械翻訳を敵視する

(あるいはライバルとみなす)翻 訳家が多いことが問題

の一一つだったように思 う。近年、翻訳家の世代交代が進

み、また、機械翻訳がより身近で簡単に使える存在にな

るにつれ、翻訳家の意識も変わってきたのではないだろ

うか。つまり、従来のように生理的に機械翻訳を嫌 う人

が減 り、機械翻訳をどうやって使えば便利だろうかとい

う発想ができる人が増えてきたように思 う。今回の翻訳

祭出展を通じていちばん印象深かったことは、上記のよ

うな機械翻訳に対する翻訳家の意識の変化である。

 翻訳家の意識がこのように変化したことは機械翻訳

を提供する側 として喜ばしい限りである。ようや く、機

械翻訳の開発者 と利用者が手を結んで機械翻訳の活用

を啓蒙できる時期が訪れたと言ってもよいかもしれな

い。この意味からも、機械翻訳の発展のためには、開発
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付緑1:機 械翻訳についてのアンケート結果(特許以外の翻訳奢向け)回答奢数:42

問壌・1,現在最も良く使う踊匿陸ノフトや引厳■駅サイト1ま?(ひとつ遼択)

     [1]無料の翻線サイト

     [・麟 のmサ ・・■

[・灘 論 翻駅鍬 なと・提.■

    [・]輔の・c脚 フト■

   [畷 務・は使。ていな・■ ■

            。the・嚢
              0    4    合   112   16   20

t≫無料の翻訳サイト

【2】有料の翻訳サイト

[3]自 社または翻訳会社などで提供される翻訳システム{サ ービス)

【4】市版のPC翻 訳ソフト

i51菓 務では使っていない

Ocher

⑳

2

7

5

7

1

48脇

5鮪

≫%

,2%

1ア騰

2魅

悶唾・2.問14の■設刀 卜・■訳サイト1こどのような翻駅品質を求めていますか?(ひ とつ㎜

              一[3跳 ・細 奪

                   一1男セ,rP

_. 醒『 一

薮冗煮 一:

 {?i

田 辞書代わり(単語やフレーズの意味がわかればよい)

fzlおおよその意味が分かること

[al iAzRの下訳として使えること

Other

7  17%

17  40°ro

17  40%

1   2艦

鄙 一3.置h4の囲訳ソフト・サイトの満足團ま?・団訳緕度

[1〕とて も不溝

[7]や や不満

[3]とちらでもaい

 (A]や や満麗

[・〕・・も満螺

      0  3 s 9  12  15  18

陶とても不満

【21やや不満

[3]どちらでもない

団やや満足

[31とてモ満 足

7

7

8

0
凹

-

 

r

17%

40%

19°ib

zap

2%

問{-3.問14の1匪R'1フ ト・サイトの 満足贋1ま?一 使 いや す さ

[1〕とて も不 満

   口】やや不満謙 灘,

[・怖 らでもない購欝 翻 難 藤

【月とても不満

【2】やや不満

【31どちらでもない

【4工やや}高足

[5]とても高足

1

唱0

10

19

z

2%

244b

24%

45°ro

5°ro

〔4]やや満足1、

[5]とても満足'

      n 4 8 12 is zo

問13.問14の 匪 厭ソフト幽サイトの満足劇 ま?一棲能

[1】とても繍 難

[2]やや不満

[3]とちらでもない1

[11とても不満

[2]151不 満

【3】どちらでもない

国 や や満足

【5】とてもVR]K

1

零1

17

唱1

1

5%

2696

40%

26°ro

2%

[4]やや満是

[・]とて繍 磯

      6  3 s 9 11  15  18
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Plt-3.問1-1の 匪 彫 ワ ト・サ イトの 満 足壇1ま?一 価格

田 ・ても稲 ■

[・]やや不満■

[3]とちらでもない

   [・1やや満簸■ ■

団とても不満

【2】やや不満

13】とちらでもない

圓 やや満足

囹とても高足

2

3

zz

5

to

59も

ア%

52°10

重2%

24軸

[5]とても満足

0 d B    12    16    2D    14

問13.問1-¶ の囲訳ソフト・サイトの満足團 ま?一繕合的に

[1]と・も不満■

   [z]やや不満

[3]とちらでもない

   [4]やや満足

  [・]とて繍 増
        0  3 8 9  i2  15  18

四とても不満

【2】やや不満

[3】どちらでもない

E4】やや満足

【5】とても高足

2

曾

壕2

肇0

1

5

40°fu

29%

zap

2%

問 偶.r17-tの1匪 恥ノフト・サイトの利用Dは?(ひ とつ選冊

 [1]ほ ぼ 毎 日

[2〕週1～3回

 [3]月 に数回

[4〕年に敷圏織 撮

[5】使 ってい ない 弓

       Q 3

灘灘難

6 9 11 15

圏 ほぼ毎日

【2】週7～3回

[3]月に数回

【4】年に数回

【5】使っていない

5

0
げ

ρ0

3

4

1 36%

2{簡

14%

19°i'c

1096

問1-5.現在の■灘 こおける主な言語対団 駅方向 ま?(複撤選択可)

 [1]臼本繕⇒英語

[2】臼本縞⇔中国繕 ■

 [3〕英縞ヰ日本縞

[・】中kdt,臼 醐 ■

オブ・・ン・個 ■

        b   8 21 B1 Z4

周 日本語⇒英語                24     57%

121日本語⇒中国語             5    12°k

【3】英語⇒日本語               zs     67%

[4]中国語⇒日本語             3     7魅

オゴション5個                5     12%

複数のチェックポックスをオンにて宙うので、割含が 柵◎馬を超えることが
あります。
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問 ㌻6.現在の圃訳叢務で1ま主 こどんな文書を■駅していますか?(複 鼓選択可)

             1醒1難 緊嚢1霧聾1

[取・・アル醐 説欄 欝 灘欝1轟 撫l!

[3]技嬉文書(1t様漏、設計葡 ≡

   [4〕レポー ト・鞭告欝: ;

         [5]論 文

        [6]契約繍

          Oih骨r・

             6    6    $    12    16    T4

国 ホームベージ                  15   36%

}:叢認 牒響塾 、    ;: 36?v3150
闘 レポート・報告書                20   4856

[5j論文                      10   Z45t

[s]契約書                     5   12脱

Othe「                                        7       17°ic

複救のチェノ1クボノクヌをオンにて言るので、割合が㍉100%を 超えるこヒが

あります。

問!-7.現 在の圃訳婆務では 主にどんな分野の翻駅 をしていますか?(ひ とつ濯 択)
                                国 社会科学(政治、経済、法律など)

                 陪  1            【2】自然科学(工学、物理学など')
[1]禎 会科 学〔政 治、経 済、 法律 な ご}

  [凋 然科学隙 物理学な嚥難 雌 照灘

[3]医 療〔医学、薬学なご露

    [・離 【1τ分野羅 蕪灘 灘 灘難

  [・]藤冊 翻 外羅 難 羅 難誕

〔6】文{ヒ・芸i範〔膏≡艇、 映画、 芸...

         [7]ス ポーツ

        [8〕臓そテ億観光 「

[§]生活情報旧 常的な連絡のメ・・壌羅1驚

            Other

【3】医療(医 学、薬 学など'〕

【4】産菜(IT分 野}

【51産業(IT分 野 以外}

【61文化 ・芸 術(音 楽、映 画、芸 能など)

【71スポーツ

【8}旅行 ・観 光

【9]生活情報(日 常的な連 絡の メール など)

Other

4

1¶

7

15

12

4

0

s

7

z

10%

264w

1ア%

36:h

29%

10%

0°ro

14%

175v

5%

複鼓のチェ・ンウボ 汐 スをオンにて鳶るので、割合が1DO 96を超えることが

あります。

Q   9  6   9  11  15

問㌻3.塵駅 作菜1こ一週間にどのくらいの峙閤を費やしていますか?(ひ とつ選択)

[1]30時 間 以上

[2]20囎30時 間

[・]1・-2。時間 ■

 [4〕5"10時 闇

  [5]1謄5時 閣

剛 時間縮 幽 騒
        Q   3   8 5   T2  T5

[t]30時 間 以上

【2120-.ヨ0時 間

【3】70-zo時 閤

【4J5-10時 閤

1:1囎 萬

14

5

4

5

11

3

33°.m

1296

10°fc

12°iu

25°Jc

7°h
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問1.10.綴 輔囲駅を使っていない理由をお聞かせください(複 敢選択可)

       [1]訳 文の質が悪い

         [・]操作が面倒■

[・〕鰍 はあるが梗える環境がな・■

  [4〕興味がない、使いたくない`

            Other 
               6   3   6   9   12  15

国 訳文の質が悪い                74  74`%

【2】標作が面倒                  4  21%

【3】輿味1まあるが使える環境がない           2   11%

【4】興味がない、使いたくない              0    0鵯

Other                                3    15°k

複数のチェックポ汐 スをオンにで萱るので、割合が 鉛0%を 超えることが
あります。

問1一馨1.翻駅メモリをお侵いですか?(ひ とつ還 択)

                    ;ヨLy滅 こと:伊鵜一 畿
国 現在使っている

【21以前使っていたことがあるが現在は使っていない

[3】使ったことがない、翻訳メモリを知らない

ZO  48'!0

8  1996

14  33%

1'皇 鮮1優 リ ア冠1ビ

問2-1.年 齢(ひ とつ㎜

  [1]10代

  [2】20代

  [3]30代

  【4〕40代

  [5]50代

  [・]6。代■

問2-3。翻匡灘1こ つかれてからの鶉壇琶11どのくらいですか?(ひ とつ選択》

1ヨ、3 茎o鐸 防  ・

甲畷

・
睡鷺、

ン
貸
、翫

難

、

》

一{4 弓Qfぎ 以 ご 「R

翻臥 一

  [7]70代

[e】80歳 以上

0 3 8

PAgz-2.性別{ひとつ1選択)

   臣 馴嘱2毅一

1γ 女 性[2蓬

9 12 15

問24.現 在どのような立場でお仕事されていますか?(ひ とつ選択》

    [1]フリーランスの翻訳看

    [2]翻貌会麺の杖内翻訳癒

・・隣 ㈱ 脚 ・・舩.纏

[4】企業(翻 線会 微以外)・ 官公_1

[5]企 業(翻 訳 会社以外)・ 官_

             Other

                む肖  3  肖6   ◎   12   15
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付緑2:機 械翻訳についてのアンケート結果(特 許翻訳審向け)回 答着数:15

  問制.主 にどのような目的で特許圃駅を行っていますか?(ひ とつ選択}

隷黎雛灘7-…  _頒 。、、 隈轍 繍 堰囎燃    響1
【3ユ特許出顧 寺の公知例調査             O

Otfier                            4

73%

o%

o暁

27%

田講ψ舗謁 b%;'∩

問1-T.問 零一1の風 作葉】こおける主な言語重寸と翻訳方向x?(複m可)
                               陶 日本語⇒英語

 [1〕臼本議紛英議

[2,躰 講紬申醐 闘

 [3]英 語 繊》Eヨ本議1

[・]中ti':  難

     Other 婁叢琴鐸鍵饗蓬嚢舞

        0  2  a  s 8 10  12

                      判       ア3脇

【2】日本語⇒中国語              z     窪3%

[3】英語⇒日本語                  9      sorb

囚 中国語⇒日本語             z    134u

Otfier                           3       2U°5

複救のチヱッter:クスをオンにでぎるので、割合が 給0%を 超えることが
あります。

問t-3.問1-1のD作 業に1週 間にどのくらuの 崎間を費aしていますか?(ひ とつ選択》                               
[1!1時間未満

  [1]1職・■       [z[3:£鷲翫上
【・ユ1-・脚 よ■         剛 卜・蛸 以上

・…一備 ・・■      1融灘 以上
[・]1・一・輔 以上■

2

℃

N

N

O

0
0

B%

7ny

1)°'

?3%

o懸

534

【5】20～3G時 間以上

  [6)30時 間以上

0 z 4 s B

間14.鄙 一1の匪R作 菓τ噺 藁匪 髄 お嵐 、ですか?(ひ とつ選 択)

[1]無 料の翻駅サイ ト嚢使 っている 鐸鞭 繍葦、1、

[2]会 被(職 場)が 用慧 した翻訳...     1 '雛

[3]偶 人的に職場または蕉宅で使.『.

【4]試したことがあるが環{筆は使..,

      [5】使 ったことが ない

               0  1 2 3 d 5

【1}無料の醐訳サイトを使っている

[zl会社(職場)が用意した翻訳ソフト〈サービス)を使っている

[3j個人的に職場または在宅で便っている

[4}試したことがあるが現在は便っていない

(5j使ったことがない

5 33°0

4 27%

] 2i7%

O  D°a

3 2c%

鄙 一5.楼輔匪 腔 どの(らいの頻度でお億1で すか?(ひ とつ選択)

一 纏 鑑 二::∴:∵
備 ほぼ毎日

【21鯉闇に数日程度

13117月 に敢日程度

(4j 1年に数日程度、またはモれ以下

5

4

2

1

33°.n

27dri

13°%a

ア脇

R 
、‡肖毎撮 巨.・
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問¶-6.糠一 の醇書についてお聞かせください(㎜ 択可}

[1]会 微 く職 場)ま た は俵頼ま 作...

[・]製品・オブシ3ン と・て提供..■

【3]自分で作威 した利用看辞譜を_

 [a]追 加の辞爵は使っていない

【11会社(職場)または依頼主作成の専用辞書を適用している

【2J製品のオブ泊 ンとして提供されている専門用語醇書を適用している

【3]自分で作成した利用者辞書を適用している

【43ig加の辞書は使っていない

4 33騒

3 250

4 33鵯

7 58鴨

複数のチェックボックスをオンにでき葛ので、割含が 栂0鴇 を超えることがあります。

0 1 2 3 4 5 6

問㌻7.榛桐 騒駅 を使,て いない理由をお聞ゆせください(複数濯択可)

       [1]駅文の質が悪い

        [2〕操作が薗倒

[3]輿味はあるが便える環境がない

  〔4】輿味がない、使いたくない

            Other
               4..........1  2  3  d

111訳文の質が悪い

韮2】操作が面倒

{3】興味はあるが使える環境がない

【4】興味がない、使いたくない

Ocher

n

ev

a

o

43鴨

29鴨

5ア%

o馬

鱗守b

複叡 のチェッ♪ザックスをオンにできるので、割含がtdO°loを 超え ること昂

あります 。

悶佃.綴 一 こ最鮨期縞すること1ま何ですか?(ひ とっ回苔)

                    1ご島'{.ひ・.'訳蜘{穏h

13 調 窟の 籏、1,L慧

ぴ}・肖1'≡

[t) R文の構文の正しさ(文章の骨格の正しさ〉

【2ヨ訳文の訳語の正しさ、または、用語辞書機能の充実

【37〈訳文の質よりも〉不適切な表現やスタイル違反チェックなどの付加機能

Other

⑩  §ア%

3 20鴨

2  T3°ib

O  曇鴨

磯 す蒼の 爵Lさ 、 ドくr1

問1-70.翻 駅 畑 リをお使いですか?(ひ とつ選捉)

メ爺㌧∫懸 臣毒 円 猿      、 糊 現在使っている

[2】以前使っていたことがあるが現在は便っていない

13】使ったことがない、翻訳メモリを知らない

5  33{謁

2  茎3%

8  53°h

'子>i iい 轟
、・[二lL

に ま墾存 燵1・.きτ.憾;
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問2-1.年 齢(ひ とつヒ選獅ひ

  [1】10代

  〔2120代

  [3】3◎代

       欝
  [6]60代

  〔7]70代

[8]80歳 以上

      0  1

灘1

 2

灘叢慧潜 欝

  3  4  5  6  フ

間2-3.特 許置匡爬葉務に従事している期匿1まと'のくらいですか?(ひ とづ選∬

                 -14 ':iii戸・、副 ～

r,

廿

…" 院ll等
.避

:1'^・ ・1{欝'乙
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一
用 語 集 形 式UTXのFAQ(よ くあ る 質 問)

http://www.aamt.info/Japanese/utx/faq.htm

 (英語版:http://ww. aamt. info/english/utx/faq. htm)

機械翻訳課題調査委員会ワーキンググループ3(UTXチ ーム)

・

・

・

・

・

基本

UTX用 語集の作成に関して

翻訳発注者/翻 訳会社向け

機械翻訳に関 して

開発者向け

基本

用語集の作成には多くの手間がかかる

ので、したくありませ ん。

時間と金の無駄ではないでしょうか 。

 実際のところ、用語集を作らないことこそ、時間

の浪費です。用語集なしで文書 の作成や翻訳を

すると、非常に時間がかかり、苦労することがあ

ります。用語集を作成すれば、時間を節約できま

す。その他の人々が参照できる用語集という形式

で、信頼性が高い情報を持っていれば、間違いを

減らせます。他のだれかがすでに知っている用語

を、(ご自身を含め)多 くの人がそのつど確認して

時間を無駄に費やす必要がなくなります。複数の

用語の候補 がある場合に、どの用語が最良かと

思い悩むことがなくなります。

 また、用語集なしで、文書作成やソフトウェア開

発をすると、費用の浪費につながります。アプリ

ケーションにすばらしい機能を付 けようとして多く

の費用を費やしても、機能の命名が不適切で一

貫性がなけれ ば、ユーザーはその存在 にすら気

づきません。一貫した用語集を使用すれ ば、この

ようなことを防げます。

用 語 集 の 作 成 は 難 しくな い で す か?

 その点は、まさにUTXが お手伝いできることで

す。UTXは 、最小限のシンプルなルールを使うこ

とで、用語集の作成と保守を大幅 に単純化しま

す。

AAMTは 、 UTXか ら利益を得ている

のですか?

 い い え 。UTXチ ー ム の メンバ ー(す な わ ち

AAMTメ ンバ ー)は 献 身 的なボランティアです 。

UTXチ ー ムの 活動 は、AAMTか ら資金 を受 けて

います。

UTXの 詳細 はどこで見られ ますか?

 パンフレット、仕様 、サ ンプル辞 書をダ ウンロー

ドできます 。

他 人と用語集を共有したくありません 。

 それは残念です。ただ、UTXを 使用すれば、

自分の辞書を共有しなくても、その他のUTX用

語集を自分 の用語集に簡単 に結 合できるという

利点 もあります。

UTX用 語 集の作成 に関 し

て

役立つ用語集を作成するには何千も項

目が必要でしょうか?
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 とんでもありません1UTXチ ームの調査結

果では、わずか50項 目の用語集が、4000語 の

文書の機械翻訳の品質を向上することが示され

ました(2011年 にアモイのMT Summitで 発表)。

UTX用 語集が、人間翻訳者の全体的な作業効

率をどのように向上できるかの測定はより困難で

す。しかし、用語集の利点には、読み 手にとって

文書をより読みやすくし、より理解を深めることも

含まれます。

UTX用 語集には、どのような種類の用

語を含める必要がありますか?

 基本的に、UTX用 語集には、特定分野の専門

用語のみを含めます。このような用語の大部分

は複合名詞 です。詳細については、パンフレット

と仕様を参照してください。

者は、UTXの 用語ステータスの属性により、さま

ざまな用語提出者から収集した用語を承認、また

は却下できます。

UTXを 使用 して用語を正規 化(ば らつ

きをなくすこと)ができますか?

 はい。詳細 な手順 は、今後ご紹介する予定で

す。

自分でUTX用 語集を作成するために

AAMTに お金を払う必要があります

か?

 いいえ。AAMTは 、UTX仕 様の使用に対して

対価を求めません。

UTX用 語集 はどうやって編集できます

か?

既存のUTX用 語 集を変更、または販

売できますか?

 UTXは 、(Microsoft Excelま たはLibreOffice

の ような)表 計 算 ア プ リケ ー ション、あ る い は

UTF-8に 対応 したテキスト エディター(た とえば

Windowsに 付属 する「メモ帳 」)で編 集 できます 。

UTX用 語集に文を含 めることはできま

すか?

 UTX用 語集 に文を含めることはできますが、

文は、TMXの ような、翻訳メモリー形式のほうが

適切に扱えます。絶対に必要でないかぎり、UTX

用語集からは文を除外することを推奨します。一

般的に、あまりにも長すぎる用語は、UTX用 語集

には含めないようにすべきです。また、用語を一

定の長さに収めれ ば、表形式での列を読みやす

くできます。

UTX用 語集は高品質ですか?

 UTX用 語集は、項 目を手作業で精選 し、辞書

管理者が検査していることから、高品質であるは

ずです。これに対して、自動的に生成された生の

用語集データには、翻訳品質の質を落とす多くの

不適切な項 目が含まれます。この状況は「ビッグ

データ、ビッグ ノイズ」とも言えます(こ こでのノイ

ズとは「不要な情報」という意 味です)。辞書管理

 用語 集 の ヘッダー に含 まれ る使 用 許諾 に依 存

します 。UTX仕 様 は 、用 語 集の 使用 許諾 を明 記

す ることを推奨 しています 。クリエイティブ コモン

ズ 〈http:〃creativecommons.org/〉 は お薦 め です 。

法 的に妥 当であれ ば 、辞 書 にどの ような使 用 許

諾を宣 言す ることもできます 。自社での 内部 使 用

に限定 することもできます 。しか し、UTX用 語 集

は 、共 有すれ ば 、より役 立ち、充実 したものになり

ます。

1つ の用語 に対 して、ただ1つ の訳語

を選 択することは不可能です。

どうしたら「一語 一義」を実践できます

か?

 この原則に抵抗を感じる場合、以下のような問

題があるかもしれません。

1.あ なたが文書の作成者である場合、特定の用

語 に対 して、複 数の 意味 を持たせていません

か?

 技術文書では、あいまいな用語を使わないよう

にする必要があります 。単 一の意味を表すのに

複数の用語 を使用することや、複数の意味を単
一の用語で表そうとすることは避けるべきです。
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たとえば 、"terms"に は 、「用 語」と「合意 」の他 、多

くの意 味が あります。特 に、文章 の 主要 なトピック

が 「用 語」の場 合 は、「合意 」の意 味 で"terms"と い

う語 は使 わ ないようにします 。あ いまいな用語 を

使 用 する必 要 が ある場 合 、その ような各 用 語 は

明確 に定 義 し、それ ぞれ の異 なる適 切 な用法 を

示す よう区別する必要 があ ります 。

2.1つ の用語集に複数の分野を混在させていま

せんか?

 原則として、1つ の分野には、1つ の用語集を

使用します。翻訳プロジェクトで、複数分野 、たと

えば、医療機器を扱う場合、医学用語集、機械用

語集、医療機器 自体の用語集、またはその他の

用語集を必要とすることがあります。このようなプ

ロジェクト全体で単一の用語集を使用すると、分

野の区切りがなく、再利用が困難になります。

 複 数 の分野 か らの項 目が 、適 切な理 由なく1つ

の 用語 集 に含まれ る状 況 は 「分 野 汚 染」と呼ぶ こ

とが できます 。"異なる分野 では、異なる用語 を必

要 とします 。たとえば 、"file"と"window"は 、建 築

分野 では「やす り」と「窓」ですが 、IT分 野 では 「フ

ァイル」と「ウィンドウ」です。1つ の分野 で1つ の

用語 集を管理 している場 合 、1つ の原 語に対 して

1つ の訳語 が あれ ば十分 です 。

翻訳発注者/翻 訳会社向け

(翻訳発注者/翻 訳会社として)UTX

を使用するべき理由はなんですか?

 専門用語が適切に翻訳されずに、失望したこと

はありませんか?用 語集を作成するだけでその

失望は避けられたかもしれません。

 機械翻訳でUTXを 使用する計画がなくても、

UTXは シンプルな用語管理として活用できます。

適切な理解 、合意 、取り決めを経て、個人翻訳者

から新しい訳語候補を収集できます。そこから、

自社の用語集を作成して、使用できます。

 RBMT(こ ちらも参照)を 使 用する計画がある

場合、UTX用 語集に基づいて、高品質のユーザ
ー辞書を簡単に作成できます

。

書籍 やゲームを翻訳しています 。どの

ようにUTXを 使 用できますか?

 書籍またはゲーム ソフトウェアでは大量の用

語 があり、その多くは固有名詞です。人名、地名、

技能やアイテムの名前などでしょう。これらは、実

際にはすべて専門用梧です。"用 語集なしでは、

数千語の用語を、数か月にわたる翻訳 中、適切

に管理できません。書籍の読者なら、バラバラの

訳語を見て混乱するでしょうし、ゲームのユーザ
ーならまともにプレイできずに怒るでしょう。また、

翻訳には多くの翻訳者とチェッカーが関わるはず

です。UTXは 、用語ツールを使用してもしなくても、

複数の翻訳者およびチェッカー間での、用語の使

用を正規化するために非常に役立ちます。

UTXを 使用する翻訳プロジェクトを提

案したいのですが?
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UTXで なぜ翻 訳生産 性が 向上できる

のか理解 できません。

 おそらく、UTX用 語集を再利用していないため

です。UTXは 、さまざまなユーザー、ツール、およ

び環境間で再利用され共有されるとき、最大の効

果を発揮します。

良いUTX用 語集を作成するにはスタ

イル ガイドを持つ必要がありますか?

 一貫 性を維 持する 目的で、スタイル ガイドを持

つ ことを強 くお 薦 めします 。英 語 とその 他 の 言語

では 、確立 された 、さまざまなスタイル ガイドを使

用 できます 。日本語 では 、JTF標 準 スタイル ガイ

ド

<http://www.jtfjp/jp/style guide/styleguide _top.ht
ml>を 使用 できます 。

機械翻訳に関して

なぜUTXはXMLで はなくタブ区切 り

形式なのですか?

 UTXは シンプルであるように設計されています。

UTX用 語集は極めてシンプルなので、わずか3
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つの必須指 定の列(原 語、訳語 、品詞)だ けで成

り立ちます。これらの列を扱うには、XMLを 使用

する必要はありません。

そんなにシンプルなら、なぜファイル形

式とする必要があるのでしょうか?

 多くのオンライン用語集がウェブで公開されて

いますが、それらの多くは使いにくいものとなって

います。これらの用語集は、最善慣行に従ってい

ません。このような用語集には、一般的に、さまざ

まな使用状況での優先順位や説明がないまま、

類似の項 目が含まれています。各項 目は整形化

されておらず、語の基本形(単 数形または原形)

を示していません。UTXは シンプルに見えますが、

特定の仕様に従うことで用語集として目的を確実

に果たせます。

UTXは 、TBX、 TBX-Basic、 また は

その他 の 既 存 の 用語 集 形 式 を置 き換 え

るもの です か?

 いいえ。UTX用 語集は、翻訳者が手作業で選

ぶ技術用語の集合として、ゼロから作成できます。

UTXは 、非常 にわずかの作業で作成できます

(以下の図を参照)。より大きい翻訳プロジェクト

で使う、大規模で複雑な用語ベースの基盤となり

ます。しかし、小・中規模の翻訳プロジェクトでは

非常に役立ちます。

UTXとTBXの 位置付け

馨

馨 費用 と労力

TBX、 TBX-Basic、 また はその 他 の

既 存 の用 語 集 形 式 のな にが 問題 なの

でしようか?

 問題というわけではありません。ただこれらは、

多様な用語提出者 にとっては複雑過ぎます。用

語提出者は、XMLや さまざまな用語集形式の詳

細に慣れていないかもしれません。ただ適切な訳

語を知っているだけのプロ翻訳者であることもあ

ります。

 このような知識 を実際に使 用できる用語集の

形で使用できれば、すばらしいでしょう。

(翻訳ソフトの)シ ステム辞書 とユーザ
ー辞書 の違 いはなんですか?

 (ルールベースの)翻 訳ソフトは、システム辞書

とユーザー辞書の2種 類の辞書を使用します。シ

ステム辞書は、最 良の翻訳結果を得る目的で細

かく調整された、定義済みの用語の集合です。ユ
ーザー辞書とは、特定の翻訳プロジェクトでの翻

訳品質をさらに向上させる目的で、ユーザーが定

義し、追加した用語の集合です。この 目的のため、

ユーザー辞書の項 目は、通常 、システム辞書の

項 目より優先的に使用されます。通常、システム

辞書 にすでに含まれる項 目は、ユーザー辞書か

らは除外する必要があります。しかし、ユーザー

は、ユーザー辞書にこのような用語を意図的に追

加することにより、システム辞書の訳語に優先し

て、より適切な訳語を選択できます。

用語集と(翻訳ソフトの)ユ ーザー辞書

の違いはなんですか?

複雑さと機能

 「用語集」とは、ユーザーあるいはソフトウェア

が使用する専門用語の集合です。用語集には、

翻訳ソフトでは使用されない用語の「定義」や「詳

細」が含まれることがあります(用 語集を翻訳ソフ

トが使用するには、翻訳ソフトに使える形式にす

る必要があります)。これに対して、ユーザー辞書

は、翻訳ソフトで使う目的で作成され使用されま

す。用語集はユーザー辞書 に変換 できます。変

換直後では、用語集とユーザー辞書の内容はよ

く似ています。しかし、ユーザー辞書には、人間

が使用しない追加の属性または項 目が含まれる

ことがあります。一般 的に、充実した用語集は、
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高品質なユーザー辞書の非常によい元データと

なります。

開発者向け(機 械翻訳他)

UTX仕 様 は、 RBMT(ル ールベース機

械翻訳)を 念頭に策定されたのです

か?

 はい。しかし、UTXは ほとんどすべての翻訳ツ
ールと用語ツールで使用できます。

AAMTは なぜUTX形 式を作成したの

ですか?背 景はなんですか?

 SYSTRANの ような商用翻訳ソフトパッケージ

は世界的に知られていますが、AAMTが ある日

本の翻訳ソフトには、日本人以外のユーザーは

なじみがないかもしれません。UTX仕 様は、日本

製、または日本語のソフトウェアに、限定されてい

ませんが、UTXが 日本で作られた背景を知ると、

より深く理解できるはずです。日本には、さまざま

な商用RBMT翻 訳ソフトパッケージがあります。

これ らのハイエンドのソフトには、出荷時に、7～

800万 の基本および技術用語が付属しています。

これ らのソフトは極めて高機能 で、翻訳のさまざ

まな側面を制御できるように30以 上ものオプショ

ンを持っています(SYSTRANの ハイエンド バー

ジョンには、日本語に関して2つ のオプションしか

ありません)。これらのソフトは、ユーザー辞書の

活用を推測できるため、各用語項 目の詳細な属

性を与える必要はありません。

 それでも、翻訳 ソフトでよい翻訳結果を得るに

は、優れた用語集を必要とします。大規模な辞書

群は翻訳品質を向上できることもあります。しかし、

辞書品質が適切に維持されなければ、翻訳品質

を低下させることもあります。私たちの研究では、

UTX用 語集内の用語は、適切に選択されていれ

ば、項 目数が少なくても、大きく翻訳品質を向上

できることが証明されました。これが、適切な技術

用語を翻訳に反映する目的で、AAMTが シンプ

ルな用語集形式を作成した理由です。

 はたしてそうでしょうか。SMTを 使用しており、

翻訳 品質を保証する必要がある場合、そのプロ

ジェクトでは用語検証用に個別の過程が必要に

なります(用 語検証は、RBMTで はシステムに統

合されています)。翻訳するときに用語集を使用

しなくても、品質保証の 目的で使用する必要があ

ります。個別の用語検証過程が必要ということは、

余分な時間と作業も必要ということになります。

UTXを 変換するとき、情報損失のある

変換過程になりますか?

 場合によります。UTXで は、追加の列を定義

することにより、どのような情報でも含めることが

できますが、そうすることは最善とは限りません。

多数の追加の属性を保持する必要がある場合、

その他のXMLべ 一スの形式の使用を検討した

ほうがよいことがあります。しかし、ある形式を別

の形式に変換するとき、実際 には、ごく一部の、

特定の属性のみが重要であるはずです。

なぜUTXに はわずかな用語属性しか

事前定義されていないのですか?

 このような属性は、翻訳の正確さや適切さの向

上にはわずかしか貢献しません。複雑さを減らす

ことのほうがより重要です。

用語集を提供したいです。/変 換ツー

ルを作成したいです。

 あ り が と う ご ざ い ま す 。 連 絡 フ ォ ー ム

<http://www .aamt.info/english/utx/index.htm#cont

act>で ご連 絡 くだ さ い 。

UTX仕 様 について提案 したいことがあ

るのですが 。

 喜 ん で お 聞 き し ま す! 連 絡 フ ォ ー ム

<http://www.aamt.info/english/utx/index.htm#cont

act>で ご 連 絡 くだ さ い 。

当社ではSMT(統 計機械翻訳)を 使用

しています。用話集 は不要 です。
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一
翻訳祭感想 とUTX関 連の記事について

機械翻訳課題調査委員会 ワーキンググループ3(UTXチ ーム)

          秋桜舎 ・山本ゆうじ

UTXチ ー ム か ら

 今 回 、 本 ジ ャー ナル に はUTXチ ー ム か ら以 下 の

3点 の記 事 を掲 載 して い ます 。

● 翻 訳 祭 感 想(本 記 事)

● UTXク イック ガイド(英 語 版)

● UTXの よくある質 問(日 本 語 版)

 UTXク イ ック ガ イ ド(英 語 版)は 、以 前 に作 成

した ク イ ッ ク ガ イ ドを 全 面 的 に 改 訂 した も の で

す 。UTX用 語 集 は どの よ うな もの か 、 どの よ うに

作 れ ばい いか を、大 きな 図 を使 っ て 、よ り具 体 的 に

解 説 して い ます 。UTXパ ン フ レ ッ トを補 完 す る も

ので す 。UTXサ イ ト

〈http://www .aamt.info/japanese/utx/〉か ら も ダ ウ ン ロ

ー ドで き ます
。企 業 、大 学 の会 員 の 皆様 はUTXの 普

及 に ぜ ひ ご協 力 い た だ き 、 ク イ ック ガ イ ドを 配 布

して い た だ け れ ば 幸 い で す 。

 「UTXの よ くあ る 質 問 」(日 本 語 版)は 、 UTX仕

様 に は 掲 載 して い な い 、具 体 的 な 疑 問 に 答 えて い ま

す 。UTXは 、特 許 庁 ほ か 、各 方 面 で 浸 透 しつ つ あ

りま す 。 残 念 な が らUTXの 特 性 に つ い て は ま だ 誤

解 され て い る こ と も多 い よ うで す 。こ の 「よ く あ る

質 問 」 で 誤 解 を解 け れ ば と思 い ま す。 ウ ェブ で は

<http:〃www.aamt.info/Japanese/utx/faq.htm>で 参 照 で

き る他 、 「UTX FAQ」 とい うキ ー ワー ドで ウ ェブ 検

索 して 見 つ け る こ と もで きま す。

翻 訳 祭 感 想 一 プ ロ 翻 訳 の 現 場 の 観 点 か ら

 2012年 、AAMT機 械 翻 訳 調 査 委 員 会 は 、 JTF(日

本 翻 訳 連 盟)翻 訳 祭 に ブー ス出 展 を しま した 。ま た 、

UTXパ ン フ レ ッ トと クイ ッ ク ガ イ ドを配 布 しま

した。昨 年 は私 がUTXを 紹 介 しま した が 、今 回 は 、

ブ ー ス 出 展 の み で した。次 回 はJTFと 連 携 の 上 、企

業 向 け のUTXの デ モ が で きれ ば と考 え て い ま す 。

翻 訳 業 界 の 情 報 交 換 は ま だ貧 弱

 翻訳祭では、翻訳業界の情報交換が不十分で、立

場により大きな差があると感 じました。翻訳祭の参

加者の立場は、翻訳者、翻訳会社経営者、営業担当

者などさまざまです。翻訳者だけでも、分野、顧客、

単価に幅があります。翻訳者の中で翻訳ツールに取

り組む人もいますが、必要性を感 じていない人も多

いようです。違 う立場の人たちで問題意識が しっか

り共有 されていないので、何年も同じ問題に苦しん

でいます。

用 語 集 が な い と用 語 ツ ー ル の意 味 が な い

の で は?

 また、日本語や訳文の客観評価が必要と感じまし

た。残念ながら誤訳が放置されている例は、相変わ

らず多いようです。素人の読みにくく、意味が通ら

ない翻訳が、平然 と製品に使われています。発注企

業が、用語集や表記などの 日本語品質にもっと関心

を持たなければ、いくら用語ツールがあっても無意

味です。ブースでは多数の用語ツールが展示されて

いましたが、すぐに用語集が作れないとそのような

ツールが活用できないのではと感 じました。それこ

そ、シンプルで管理 しやすいUTXの 出番です。

翻 訳 品 質 向上 の た め に発 注 企 業 の意 識 を

変 え よ う

 UTXを より活用 してもらうには、問題意識を共

有して、翻訳品質を向上できるように、発注企業向

けイベントの実施が必要と考えます。

 AAMT公 式ではありませんが、 Facebookの 翻訳

工学ページでも意見交換 していますのでぜひご参

加ください。

 <https:〃www.facebook.com/translation.engineering>
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U璽『XGbssary O聞1¢k G關lde

Let's create your own UTX glossary!

You can use it every day in various environments at no cost.

・UTX is a simple tab-delimited format. You can make it instantly.

・Create, edit, and use with a familiar spreadsheet application, such as Excel(save as

   text(tabdelimited)).

・You can quickly make a practical glossary with minimum information.

・By formatting as terminological data, you can use a glossary in various terminology

   tools and translation software.

・By accumulating, sharing, and reusing terminological knowledge, you can increase the

   translation accuracy and reduce the cost.

・ The   detailed   UTX   specification   and

  http://www.aamt.info/english/utx/for free.

samples are

basic Components of UTX GIossary
        (AAMT/UTX GIossary

                 UTX format unlocks yourglossary
            to be shared and reused invarious environments

Information about the glossary(creation date, license etc.)

available from

Glossary

information
#UTX 1.20;en-US/ja-JP;2012-09-25T19:00:00Z+09:00;copyright:AAMT(2012);license:CC-by
3.0

Column definitions,#src tit

唾一

src:pos

窒

'term status

Entry

Asia-Pacific Association for

Machine Translation

dictionary administrator

contributor

domain

glossary

bidirectional

mete

Source term

ノジア太平洋機械翻訳
協会

辞書管理者

用語提出者

分野

用請集

双方向

統合する
髭

Target term

properNoun

noun

noun

noun

noun

adjective

verb

Part of speech

approved

approved

マ

provisional

三

approved

approved

Term status
   (optional)

Singular, basicform,

starts with lower case

Single best translation noun,

properNoun,
verb,
adjective

approved, provisional,

non-standard,forbidden

*The current version is UTX 1.11. We are preparing UTX 1.20 for its final release.
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common Errors n a UTX GIossary

1s°urcetermfcrl

entry.temtS

includedfat'

compatibility

reasonsshouldbe

indicatedwithterm

statusas"non-

standard."

.

爺 、。,、薦 ㏄、、,、.nl

Machine Translation

ヒ可……円円円…円げ画げ…げ… 「「げ…げ…………円…げ……

dictionary administrators

    霞}≡≡羅 ≡≡導翻繋≡≡≡蓬≡1韮≡萎                                   琴麟 難麟 黙
         議,'爵撫凄       1                         譲蕪 叢  ;"UTX

 1.20;en-US  葵蓬難,薫 2-09-25719:◎0:00Z+09:00;copyright:AAMT{2012);Iicense:CC-8V 3.0  箋婁 憲譲   「

、,に ヒ崩灘 圃{,。 … 叩'… … ∴,ご、;.∫ゴ…,。m、t、,、 、鵠 一
                毒,^,  鴇冒肖醐醐 、

     . .x
O晦E『lbu驚Oら電憩rm coot而b閣 度0「

               言

main

醗灘灘 鮒
5

 

r

b

、

。繋

蹴

 

 
毒
蜜
ξ

灘 

 

 

謎
総

翻
熱慧灘驚難難舞難
口口  研酒勲 「,       馬肖  石

 臣嚢鷲

刷蟹騰 舞 彰鰹

鍵

羅襲鞭苗講1纏

       1      1                 1          1      1         「          「                            1

  藺d鍾rect菖ona9

卿?欝{?fglossa「v}、 、 .

Soleterm

アジア太平洋機械翻訳協会

辞書管理者

用語提髭播

分野

用糖鐵、グロツサリー、

膿鴛 一 ×騰.

1瓢t講1

離懸1
臨_～   _戯_{

properNourt

騨

noun

noun

noun

noun

adjective

「難輝b

 響、Part of

.驚 eech

approved

漏.二・×

provisional

approved

approved

Term status

一 一4

灘

"一 盤
㎞強響羅

騨

…
総
講
惣

        UTX GIossa鯉1繍formation

The first Iine of a UTX glossary is⊂alled"glossary informatioバThe following is a

simple example of how to describe glossary information.

#UTX 1.20;en-US/ja-JP;2012-09-24T19:00:00Z+09:00;copyright:AAMT(2012);

Iicense:CC-BY 3.0

                      。◎
                       v

#UTX 1.20;UTX version

en-US/ja-JP;Translation from American English(en-US)to Japanese(ja-JP).

2012-09-24T19:00:00Z+09:00;

2012-09-24is the creation date.19:00:00 isCoordinated Universal Time(UTC). If the

glossary is created inJapan, the time is Japan Standard Time(JST)minus g hours. By

adding 9 hours("+09:00"), the time w川be equivalent to the local time(inthis case,

Japan Standard Time). You can distinguish the latest edition even when you exchange

the glossary across the time zones.

copyright:AAMT(2012);Copyright. Optional, but recommended.

Iicense:CC-BY 3.O License. Optional.

In addition to the above basic information, you can define and add any property, An

annotation regarding the entire glossary, such as terms of use should be added to the
second line. Comment it out by"#". Use two or more lines to avoid a line becoming too
long.
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卜AMT会 員のひろぱ

 AAMT会 員 の新 た な 交 流 の場 をAAMT Joumal誌 面 上 で 提供 す るべ くス タ ー トい た しま した 「AAMT会 員 の ひ

ろば 」、会 員 の 皆 さま の ご助 力 を い た だ き ま して 、第 一 回 のNo.41の ス ター トか ら第 十 回 を迎 え る こ とが で きま し

た。 今 号 で は 、 法 人 会員 一社 か らの ご寄 稿 を い た だ い てお ります 。

 独 自の お 取組 み の ご紹 介 、機 械 翻 訳 研 究へ の提 言 、AAMTの 活 動 へ の ご要 望 な ど、 今 回 も貴 重 な ご意 見 をお 寄

せ い た だ きま した。

 AAMT Joumalで は今 後 も引 き続 き、 会 員 の 皆 さま か らの ご寄 稿 を 心 よ りお 待 ち して お りま す 。

 ご寄稿 ・お 問 い合 わせ はAAMT事 務 局(E-mail:AAMT-info@AAMT.infb)ま で 宜 し くお 願 い い た しま す 。

法人会員(敬 称略 ・50音 順)

会 員 名

株 式 会 社 川 村 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル1Kawamura International Co., Ltd.

自己紹 介

株 式 会社 川 村 イ ン ター ナ シ ョナル は 、創 業26年 目を迎 え た翻 訳会 社 で す。2007年 か らは 、 多言 語 の翻 訳 事 業

も展 開 し、現 在 で は40力 国語 以 上 の翻 訳 お よび ロー カ リゼ ー シ ョン を提 供 して い ま す 。川 村 イ ン タ ー ナ シ ョナル

は 、「翻 訳 に 関連 す る ビジネ ス に よ っ てお 客 様 の業 務 が 円滑 に進 む よ うにサ ポ ー トす る」とい う理 念(KI Philosophy

l項)を 掲 げ てお り、現在 で は翻 訳 事 業 の ほ か 、通 訳 事 業 、派 遣 事 業 へ も領 域 を広 げ 、 マ ニ ュ アル 、Web、 デ ザ イ

ン 、 マル チ メ デ ィア な どの 制 作 も提 供 して い ます 。 ま た 、 グ ロー バ ル に展 開す る大 企 業 の み な らず 、 海 外 進 出 を

志 向 して い る 中 小 企 業 の サ ポー トを強 化 す る た め 、 オ ン ライ ン翻 訳 サ ー ビ ス 「メー ル 君 」 や 「貿 易 本 舗 」 な ど、

新 た な 市場 へ の挑 戦 も開 始 して い ます 。

私 た ち の も う一 つ の特 徴 は 、経 営 理 念 で も 「翻 訳 お よび サ ー ビ スの 品質 を重 視 し、常 に改 善 を怠 りませ ん」(KI

Philosophy 2項)と 宣 言 して い る通 り、翻 訳 の 品質 改 善 の ほか 、お 客 様 の 「好 み 」 の文 体 につ い て の解 析 、 プ ロ ジ

ェ ク トマ ネ ジ メ ン トの 品 質 、 翻 訳 者 採 用 時 の パ ター ン 分析 な ど、独 自の 科 学 的 ア プ ロー チ を 用 い て 改 善 を図 っ て

い る こ とで す 。

今 年 、川 村 イ ン ター ナ シ ョナ ル は 法 人 会 員 と してAAMTに 参 画 し、代 表 取 締 役 川 村 み ど りが 監 事 に就 任 い た しま

した 。 ど うぞ よ ろ しくお願 い 申 し上 げ ま す。
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MT1翻 訳 とのか かわ り

MTお よび翻訳業界に期待すること

翻 訳 とい う しが らみ か ら解 放 され て 、 一 人 のユ ー ザ と して機 械 翻 訳 に対 峙 す る と 「こ うい う使 い方 が あ った の

か!」 と驚 くこ とが 多 々 あ りま す 。 翻 訳 を事 業 と して展 開 す る弊 社 にお い て は 、今 ま で 我 々 に と って 機械 翻 訳 が

翻 訳 と して 「使 え るの か 、使 え な い の か 」 の話 題 の対 象 に しか な っ てお らず 、 「ど こな ら使 え る の か 」 とい う 目線

を欠 い て い た と感 じて い ま す。 精 度 は ど うあれ 、最 近 で は機 械 で 翻 訳 され た 日本 語 や 英 語 に 触 れ る機 会 が 増 えて

い ま す。Webサ イ トを閲 覧 す る、 旅 行 サ イ トやECサ イ ト上 でユ ー ザ 評 価 を情 報 提 供 す る 、 あ る い はFacebook、

twitterな どのSNSで メ ッセ ー ジ を 翻 訳 す るな ど、本 当 に さま ざま な場 所 で 、機 械 翻 訳 に遭 遇 す る こ とが 多 くな り

ま した。

 これ らの 翻 訳 の 中 に は 、 す で に ユ ー ザ の 一 定 の 目的 を 達成 す る レベ ル に ま で到 達 して い る もの も あ ります 。

機 械 翻 訳 を活 用 して翻 訳 生 産性 を 向 上 させ 、コス トの 低減 と納 期 の 短縮 を 実 現 す る とい う市 場 か らの期 待 は 、翻

訳会 社 に とっ て は 避 け て は通 れ な い命 題 に な っ て きて い る と感 じて い ます 。 川 村 イ ン ター ナ シ ョナル が翻 訳 会 社

と して今 後積 極 的 に関 わ っ て ゆ くの は 、機 械 翻 訳 を活 用 してマ ニ ュ アル 翻 訳 で ポ ス トエ デ ィ ッ トを 実施 す る領 域

だ と考 え て い ます が 、SNSの 翻 訳 に せ よ、 マ ニ ュア ル の 翻 訳 にせ よ、 ア ウ トプ ッ トの 翻 訳 品 質 と同様 に 重 要視 さ

れ る の は 、 ワ ー ク フ ロー の(半)自 動化 だ と考 えて い ま す 。 コー パ ス1用語 集 の 管理 、 作 成 、 ク リー ニ ング と トレ

ー ニ ン グ か ら
、機 械 翻 訳 、 ポ ス トエ デ ィ ッ トの 実 施 、 そ して コー パ ス1用 語 集 へ の フ ィー ドバ ッ クが 一連 の ワー ク

フ ロー と して提 供 す る サー ビス に組 み込 まれ 、品 質 向 上 の サ イ クル に乗 っ て い る こ とで 、初 め て ユー ザ か らは 「使

え る 」 との評 価 を得 る こ とが で き 、 投 資 して も ら え る対 象 に な る と考 え ます 。 そ こに は エ ン ジ ン のみ で は な く、

ポ ス トエ デ ィ ッ トに使 用 す るエ デ ィタや 、用 語 集1TMの 形 式 、 そ して 対応 す る人 材 な ど、 翻 訳 会 社 と して提 案 で

き る こ とが た く さん 隠 され て い る と 日々思 い を強 く して い ます 。

機械翻訳についてより理解を深め、強み1弱みを把握 した上で、お客様の課題の中で 「どこならMTを 使っても

らえるか」を正 しく把握 し、機械翻訳、MT+PE、 そして人力翻訳など、課題に応 じた最適なソリューションを提

供できるようになることが、今後しばらくの弊社 と機械翻訳 との付き合い方になると信 じています。

株式会社川村インターナショナル 執行役員 ・ゼネラルマネージャ 森 口功造

AAMTへ の要望

弊社は本年 より本協会に監事として参画することになりました。よろしくお願い申し上げます。協会の皆様 との

交流を経て、機械翻訳エンジンの性能のみならず、翻訳の生産性を向上させるあらゆる要素について情報の共有

ができる機会が得られればと考えています。
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協会活動報告

(2012年9月 ～2013年3月)

機 械翻 訳 課題 調査 委 員会

2012年10月5日(2012年 度 第5回)

   ① 前回委 員会の議事録 の確認

   ② 各WGの 活動 につ いて(各WGに 分 かれ て議 論)

    (WG3)

     ・今年度 の学会発表の取 り組み につ いて

     ゜UTXToolの 提案

     ・ゲス ト講演者 のついて

   ③ 活動内容の報 告(各WGか ら)

   ④ 活動内容についての議論

     ・JTF翻 訳祭2012の 参加 について

     ゜UTXToolの 提 案

     ・ゲス ト講演 者のついて

   ⑤ ま とめ と次回委員会について

2012年11月9日(12年 度 第6回)

   ① 前回委 員会の議事録の確認

   ② 各WGの 活動 について(各WGに 分 かれ て議 論)

    (WG 1)

     ・AAMTIJapio研 究会 との協力 につ いて

     ・2012年 度活動(学 会参加 の可能性、WEB上 に 自動評価 サ イ トを設 定す る ことにつ いて)

    (WG2,WG3)

    ・JTF翻 訳祭 に出展 に関す る検討

    ・配布物 の確 定(AAMT紹 介 資料 、 U T X資 料 な ど)

    ・アンケー ト関連 の検討(ア ンケー ト形式&景 品 な ど

   ③ 活動内容の報告(各WGか ら)

   ④ 活動内容についての議論

   ⑤ ま とめ と次回委員会について

2012年12月14日(2012年 度 第7回)

   ① 前回委 員会の議事録 の確認

   ②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    (WG 1)

    ・UTX用 語集 作成 クイ ックガイ ド
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 ・UTX基 本方針の確認

 ・UTX 1.20仕 様検討

③Acr・linx柳 英 夫氏に よるご講演

 ・rAcrolinx lQの 紹介」

④ 合同討議

 ・翻 訳祭で行 ったアンケー ト速報

 ・翻 訳祭 にお けるAAMT広 報 に関す る コメン ト

2013年1月25日(2012年 度 第8回)

   ① 前 回委員 会の議事録の確認

   ② 各WGの 活 動について(各WGに 分かれ て議論)

    (WG3)

    ・AAMTジ ャーナル掲載内容の確認

    ・UTX 1.20仕 様 検討

    ・学会発表検討

   ③ 講演:「Transitの 紹 介」(シ ュタール ジャパ ン 目次氏)

2013年3.月8日(2012年 度 第9回)

  ① 前回委員会の議事録の確認

  ② 機械翻訳アンケー トの実施についての検討

     ・アンケー ト実施サイ トの検討

     ・アンケー ト項 目の検討

     ・アンケー ト収集 ・集計の検討

  ③ まとめと次回委員会について

編 集 委 員 会

2012年9月24日(2012年 度 第2回)

  ①AAMT J。㎜al N。.52の 進 捗 状 況 に つ い て

  ②AAMT J・urnal N・.53の 記 事 の 執 筆 依 頼 計 画 に つ い て

  ③AAMT J・uma1 N・.53の ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て

2013年2月19日(2012年 度 第3回)

  ①AAMT Joumal N・.52の 進 捗 状 況 に つ い て

  ②AAMT J・umal N・53の 記 事 の 執 筆 依 頼 計 画 に つ い て

  ③AAMT J・㎜al N・53の ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て
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イ ンターネ ッ トWG

  ①AAMTホ ー ムペー ジの更新(毎 月)

  ②AAMT F・rumメ イ リング リス トの管理

  ③AAMT Forumへ の情報発信(月 数回)

  ④ 委員会活動 におけるメイ リング リス トの管理

  ⑤ 会員専用ホームペ ージ開設 にむ けた準備

  ⑥その他 事務 局ネ ッ トワークのインフラ管理全般

A.AMT/Japi・ 特 許翻 訳研 究会

2012年10月12日

1

9
一

Q
U

4

5

     (金)(2012年 度 第4回)

前回議 事録 の確認

『特許 文書 の機械翻訳結果評価方法検討会』結果報告(越 前谷委員、事務局)

第2回 特許情報シ ンポジ ウム関連(横 山副委 員長 、Japio)

特許 ・情報 フェア&コ ンファ レンス関連(Japio)

次 回の開催 につい て

2012年12月7日

1

2

3

4

5

6

7

8

     (金)(2012年 度 第5回)

前回議事録の確認

第2回 特許情報シンポジウム関連

機械翻訳結果評価関連(江 原副委員長)

MTサ ミット関連(横 山副委員長)

中日特許翻訳プレス リリース関連(Japio)

平成24年 度活動報告書関連

事務局連絡

次回の開催について

2013年3月8日

1

9
一

nδ

4

PO

ρ0

    (金)(2012年 度 第6回)

前回議事録の確認

平成24年 度活動報告書関連

拡大評価部会報告(江 原副委員長)

研究報告 「日英パテン トファミリーにおける対訳文対非抽出部分を利用 した専門用語訳語推

定」(宇 津呂委員)

MTサ ミット関連(横 山副委員長)

次回の開催について

2012年9月7日(金)特 許文書の機械翻訳結果評価方法検討会
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2012年11月30日(金)第2回 特 許情 報 シ ンポジ ウム

2013年1月11日

1

2

3

4

5

6

7

     (金)(2012年 度 拡 大評 価部 会)

自動評価 の整理

人手評価 の整理 一 intrinsicな評価 とextrinsicな評価

人手評価 と自動評価 の組み合 わせ

人手評価作業 の補助 ツール

テ ス トセ ッ ト構築 の方法(特 に中 日)

その他1

その他n
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一
  AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域

             宇津呂 武仁

AAMTジ ャー ナ ル53号 をお 送 り します 。

 ちょうど1年 前の2012年 度AAMT総 会におきまして、前会長の井佐原均先生から現会長の中岩浩巳氏へと会

長が引き継がれました。今号の巻頭言は、 「機械翻訳の発展 と普及に向けて」と題 しまして、中岩会長 より抱負

を語って頂きました。また、前会長の井佐原均先生には、会長を終えられた感想 とともに、今後のAAMTの あり

方について考え方を語って頂きました。

ま た 、理 事 の坂 本 義 行 先 生 か らは 、機械 翻 訳 の歴 史 に 関 す る貴 重 な ご寄稿 を 頂 き ま した。 一 方 、 フ リー ラ ンス の

翻 訳 者Alun Simpson氏 か らは 、 翻 訳 作 業 に お け る機 械 翻 訳 の利 用 に つ い て の 考 えや 願 望 を ご寄稿 頂 き ま した。

 さ らに 、プ ロ ジ ェ ク ト報 告 と して 、NTTコ ミュ ニ ケー シ ョン科 学 基 礎 研 究 所 の 永 田 昌明 氏,須 藤 克 仁 氏,塚 田

元氏 よ り、 「日本 語 の主 辞 後 置 性 を利 用 した 統 計 的機 械 翻 訳 技術 」の 最 新 の 研 究 動 向 に つ い て ご寄 稿 頂 きま した 。

そ の他 、国 際 ・国 内会 議 の参 加 報 告 を 、3件 ご寄稿 頂 きま した。Workshop on Future Directions in Translation Research

(未来 の 翻 訳 研 究 に 関 す る ワー クシ ョ ップ)、 お よび 、第2回 特 許 情 報 シ ンポ ジ ウム へ の 参加 ・出 展 報 告 を ご寄

稿 い ただ き ま した 。 ま た 、機 械 翻訳 課題 調 査 委 員 か らは 、JTF翻 訳 祭 へ 出 展 した 際 の様 子 に つ い て ご寄稿 頂 き ま

した。

一 方
、AAMT内 の活 動報 告 と して 、機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会 か ら、機 械 翻 訳 用 ユ ー ザ ー 辞 書 共 通 フ ォー マ ッ ト

uTx(universal terminology exchange)用 語集 のFAQを ご寄 稿 頂 き ま した 。

そ の 他 、 「AAMT会 員 の ひ ろ ば」 の企 画 にお き ま して は 、 法 人 会 員 の 紹 介 文1件 を掲 載 しま した。
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AAMT
Asia-Pa面c Association for Machine Translation

.. 入 会 の ご案 内

 AAMTは 、機械翻訳の発展を目的 として、機械翻訳の研究者、開発者、製造者、利用者が集まった

任意の組織です。委員会による定期的な調査研究をはじめ、機関誌の発行、シンポジウム、セ ミナー

等各イベン トの開催など幅広 く活動を行っています。

機械翻訳にご関心のあるすべての方にご入会をお勧めします。

               **AAMT会 員 の 特 典**

1.AAMT Journalの 購読が できます 。

会員 には、機関誌 であるAAMT Journal (年2～3回 発刊予定)が 送付 されます。購 読料は年 会費に

含 まれてい ます。

2.機械翻訳 関連 の最 新情報 をメールで お届 け

会員専用 メー リング リス トで 、最新 の機会翻訳 関連 の情報 をお届 け します。

MT新 製品、新サー ビスの紹介、国際会議 、シ ンポジ ウムのお知 らせ 、 WEBで のMT関 連記事 の紹介

な ど盛 りだ くさんです。

3.AAMTが 組 織す る委 員会 や調査 活動 に参加 し、機 械翻 訳や翻訳 に関 心のあ る方 との交流 を深 め、

知見 を広め ることが できます 。

機械翻訳 に関す る言語資料の調査 、広報 、標準化活動 に参加 した り、AAMT Journalや 会員 専用 メー

リング リス トで 、 自社製 品、サー ビスの紹介 を行 うことができます。

4.関連機 関の主催 する国際会議に参加で きます。

IAMTの 主催で隔年開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA*、 EAMT**の 主催す る会議や

ワー クシ ョップ に参加 できます。

AMTA* :Association for Machine Translation in the Americas

EAMT** :European Association for Machine Translation

年会費 は以下の通 りです。

法人会員:入 会金 1口 10,000円

個人会員:入 会金    1,000円

年会 費1口50,000円

年会費  5,000円(学 生 は学 生会 費1,000円)

ご関心の ある方 は、事 務局までお問い合わせ ください。

アジア太 平洋機械翻訳 協会(AAMT)

ホームペ ージ:http:〃www.aamt.infb

電子 メール:aamt-info@aamt.info



            AAMT
    Asia-Pa面c A88㏄iation fbr Machine Tran81ation

          入 会 申込 書

以下の通 り、アジア太平洋機械翻訳協会の会員申し込みを致します。

                   申込日 20  年 月 日

氏名(ロ ーマ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メールア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関するお知 らせメールの配信

〒

ユーザ 研究開発者 その他

希望する 希望しない

コ メ ン ト
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